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*1 放射性物質汚染対処特措法に基づく基本方針では、追加被ばく線量（人工核種による被ば

く）が 1 mSv/year 以下となることが長期的な目標として示されている。これは、ICRP が勧告

する、公衆被ばくの線量限度 1 mSv/year と同じ値である。 

仮置場原状回復後の跡地利用における被ばく線量評価 

 

１．はじめに 

 2011 年 3 月に発生した、東京電力福島第一原子力発電所事故による放射性物質の拡

散に伴い、福島県をはじめとし、広範囲にわたる地域が汚染された。これら環境汚染か

らの回復のため、放射性物質汚染対処特措法に基づき、生活圏を中心とした除染が行わ

れている。福島県内における除染は、図 1のとおり、国が除染実施計画を策定し除染事

業を進める地域（除染特別地域）と、市町村が除染実施計画を策定し除染事業を進める

地域（汚染状況重点調査地域）で実施されている。面的除染については除染特別地域内

の帰還困難区域を除き、2018 年 3月までに全てが終了している。1) 

福島県内の除染活動に伴い生じた除去土壌等は、仮置場等で一時保管された後、順次

中間貯蔵施設への輸送が行われ、福島県外で最終処分するまでの間、安全かつ集約的に

管理・保管される。輸送が完了した仮置場は、従前の土地利用を基本として原状回復（土

地の機能を回復）される。原状回復作業では、除去土壌等の保管場所跡地において、仮

置場を管理する市町村等が空間線量率等の測定を行い、除去土壌等の保管による明らか

な汚染が無いことを確認し、仮に汚染が確認された場合は表土の除去等を行った上で、

土地の所有者に返地することとなっている。2,3) 

原状回復後の仮置場を地権者へ返地する際、仮置場跡地の被ばく線量評価の結果を地

権者に提示することで、仮置場跡地の安全性を効果的に伝えられると考えられる。県は

市町村の支援を行う役割を担っていることから、特に汚染状況重点調査地域の仮置場跡

地の利用者の将来的な追加被ばく線量を評価することが重要である。 

本報では、評価シナリオ、計算モデル、パラメータを検討し、放射性セシウムの単位

濃度（1 Bq/kg）あたりの追加被ばく線量（仮置場跡地の人工核種由来の被ばく線量）

を計算することで、原状回復後の仮置場跡地の利用者の追加被ばく線量を様々な土地利

用に応じて評価する手法を確立した。これにより、市町村や地権者からの要望に応じて、

個々の仮置場における、表土の放射性セシウム濃度に応じた評価が可能となる。また、

被ばく時間や食物摂取量等のパラメータに平均値を用いた計算結果と、保守的な値を用

いた計算結果を比較することで、不確実性を評価した。更に、実際の仮置場跡地の表土

のセシウム濃度や空間線量率の測定値を用いて、追加被ばく線量を事例的に計算し、追

加被ばく線量の目標値である 1 mSv/year *1と比較した。これらは、IAEA の文書である

General Safety Guide No. GSG-3 4)（以下「GSG-3」という。）や Safety Guide No.WS-

G-5.1 5)（以下「WS-G-5.1」という。）を参考に、評価の背景、仮置場とその原状回復に

関する情報を整理した上で、様々な可能性を考慮してシナリオを検討して評価を行った。

GSG-3 では、IAEA の文書である General Safety Requirements Part 5 6)の安全要件を

満たす推奨事項が示されている。また、GSG-3 では、確率論的アプローチと決定論的ア

プローチを組み合わせることで、評価結果の信頼性を高めることができるとされている。

しかしながら、確率論的アプローチを行うためには、パラメータ値の確率分布の把握が
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必要であるが、そのようなデータの入手は困難である。そのため、本報では、GSG-3 が

推奨するアプローチとは異なるが、平均値等のパラメータ値を用いた評価と、それらの

パラメータ値のばらつきを考慮した不確実性の検討の両方を行うことで、評価の信頼性

を高めた。本報のフローを図 2 に示す。 

 

 

 

図 1 福島県内の汚染状況重点調査地域 7） 

 

 

図 2 被ばく線量評価のフロー 
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２．仮置場の構造、安全対策及び原状回復 

除去土壌等仮置場は、環境省が定める除染関係ガイドライン 2)に従って設計・管理さ

れている。同ガイドライン 2)では、安全対策として７つの施設要件（①遮へいと離隔、

②除去土壌の飛散防止、③雨水等の侵入の防止、④除去土壌及び放射性物質の流出防止、

⑤放射性物質以外の成分による影響防止、⑥耐震等、⑦その他必要な措置）と３つの管

理要件（①立入制限、②放射線量等の監視及び修復措置、③記録の保存）があり、安全

に保管されている。図 3に一般的な地上保管型の仮置場の構造を示す。仮置場では、除

去土壌の保管開始前後や保管中に空間線量率等の測定が行われる。 

汚染状況重点調査地域の仮置場の面積分布は図 4 に示すとおり。仮置場の 60 %以上

が 1,000 m2から 10,000 m2である。仮置場として整備する前の土地利用と、土地利用毎

の面積は表 1に示すとおり。水田や畑地等の農地、森林や公園等が仮置場に造成された。 

仮置場から中間貯蔵施設への除去土壌等の輸送や、仮置場の原状回復は進んでおり、

県内の多くの仮置場において返地が完了している。汚染状況重点調査地域の仮置場数の

推移を図 5に示す。 

 

 

出典：除染情報サイト‐仮置場について 

図 3 仮置場の基本構造 8) 
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出典：福島県除染対策課（現：中間貯蔵・除染対策課） 

図 4 福島県の汚染状況重点調査地域の仮置場の面積の分布 

 

表 1 汚染状況重点調査地域の仮置場の元の土地利用と面積 

元の土地利用 元の土地利用と面積が

明らかな仮置場の数 

面積[m2] 

平均値 最小値 最大値 

水田 232 8,511 182 129,079 

畑地 282 5,333 10 55,853 

牧草地 10 54,371 500 363,000 

森林 104 11,775 15 122,000 

公園 70 1,828 9 20,000 

その他（駐車場等） 122 10,484 15 360,871 

全体 821 8,204 9 363,000 

出典：福島県除染対策課（現：中間貯蔵・除染対策課） 
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図 5 汚染状況重点調査地域の仮置場箇所数の推移 9)  

 

仮置場の原状回復は、環境省が定める除染関係ガイドライン 2)や仮置場等の原状回復

に係る現場手順書 3)に従って実施される。保管していた除去土壌等の搬出が完了した仮

置場では、図 6に示す手順のとおり原状回復が行われ、土地の所有者へ返地される。原

状回復は、仮置場に造成する前の土地利用に復旧することを基本とし*2、仮置場として

の利用に伴い変更された形状を元に戻すとともに、跡地利用に支障をきたさないよう機

能回復を図ることとなっている。 

仮置場は、表土層が放射性物質で汚染されない構造及び管理手法となっているが、万

一、除去土壌等の搬入出中または保管中に放射性物質の漏出が発生した場合、表土層が

放射性物質で汚染される恐れがある。除去土壌等及び工作物を撤去した後、空間線量率

等の測定を行い、土地に局所的な汚染が生じていないか確認する。測定点は、基本的に、

除去土壌等を置いていた範囲の中心及び各四隅１点ずつである。１つの仮置場の中に複

数の保管場所があれば、それぞれの中心及び四隅を測定する。なお、汚染がないことを

判断するための比較対象は、仮置場の設置前や管理時の空間線量率等、周囲の除染済み

の同一地目の土地の空間線量率等である。局所的な汚染が確認された場合は表土の除去

等を行う。更に、全ての復旧工事が完了した後、空間線量率等の測定を行う。 

全ての空間線量率等の測定結果は記録され、原状回復終了後の返地時に必要に応じて

土地所有者に提示される。 

なお、除染関係ガイドラインで示されている原状回復のフローでは、空間線量率の測

定は行われることになっているが、仮置場跡地の追加被ばく線量評価は含まれていない。 
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    出典：除染関係ガイドライン 2) 

図 6 仮置場の原状回復のフロー 

 

３．追加被ばく線量評価モデルの検討 

３．１．評価対象者と評価期間 

汚染状況重点調査地域（市町村が仮置場の管理・原状回復を行っている）の仮置場跡

地の利用者を評価対象とした。また、年齢によって線量換算係数や食物摂取量や被ばく

時間等の値が異なるため、評価対象者の年齢区分を大人（20 歳以上）及び未成年とし、

未成年については 1-6 歳、7-14 歳、15-19 歳と細分化し、それぞれに適したパラメータ

値を用いて評価を行った。放射性核種の物理減衰により、環境中の放射性核種濃度は一

般に時間とともに低下する。一方、人々の被ばくは、放射性核種の濃度と仮置場跡地で

の活動の両方に依存する。このような状況を踏まえると、例えば林業では時間の経過と

ともに被ばく量が変動し、評価期間の初期の被ばく量が最大になるとは限らない。これ

らの理由から、経過年毎に被ばく線量を増加させ得る要因を考慮し、被ばく量が最大と

なる年を検討した。 

 

３．２．評価シナリオ 

 GSG-3 及び WS-G-5.1 で推奨されているとおり、被ばく線量評価を行うにあたり評価

シナリオを検討した。また、評価シナリオで潜在的な危険性を考慮すべきとされている

ため、様々な可能性を考慮した。 

仮置場跡地の土地利用に応じた評価シナリオを作成するため、仮置場跡地で想定され

る土地利用を検討した。仮置場の原状回復は、仮置場設置前の土地利用を基本として行
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われるが、土地の所有者の意向により、従前とは異なる形状に変更する場合もある。そ

のため、従前の土地利用である農地、森林、公園、駐車場だけではなく、住宅、工場、

商業施設、資材置場といった想定される土地利用についても図 7のとおり検討した。 

 

 

図 7 評価にあたり想定した仮置場跡地の土地利用 

 

農地シナリオは、水田、畑地、牧草地、樹園地シナリオに分類した。畑地シナリオは、

食物摂取による内部被ばくを伴う野菜シナリオと、労働時間が長く外部被ばくが大きく

なる花卉シナリオの 2通りに細分化した。牧草地シナリオは、代表的に乳牛、肉牛シナ

リオの 2 通りに細分化した。森林シナリオは、人工林、天然林シナリオを想定したが、

仮置場跡地が天然林に近い状態になるには、非常に長い時間を要し、その間に放射性核

種が物理減衰するため、人工林シナリオのみ評価した。その他の土地利用のうち、建物

については、居住場所（住宅等）、就労場所（工場）、商業施設シナリオを想定したが、

最も滞在時間が長い住宅シナリオのみを評価した。建物以外のシナリオについては、公

園、駐車場、資材置場シナリオを想定したが、建物と同様に、最も滞在時間が長い公園

シナリオのみを評価した。これら 9種類のシナリオを表 2に示す。 

各シナリオにおいて、土地利用に応じた被ばく経路を、（一社）日本原子力学会の文

書である日本原子力学会標準 浅地中処分の安全評価手法：2016 10)（以下、「学会標準」

という。）と、IAEA の文書である Safety Reports Series No.44 11)（以下、「SRS No.44」

という。）を参照し検討した。全てのシナリオに共通する被ばく経路として、仮置場跡

地での活動時・滞在時における外部被ばく、意図しない仮置場跡地の土壌摂取による内

部被ばく、仮置場跡地から発生するダストの吸入による内部被ばくを設定した。仮置場

跡地由来の食物摂取による内部被ばくについて、水田シナリオ、畑地（野菜）シナリオ
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及び樹園地シナリオにおける作物摂取、牧草地（乳牛）シナリオにおける牛乳の摂取、

住宅シナリオにおける家庭菜園での作物摂取を想定し設定した。福島県の飲料水（井戸

水含む）のモニタリング 12)では、放射性セシウムが検出されていないため、仮置場跡地

由来の水の摂取による被ばくは考慮しなかった。各被ばく経路のイメージを図 8 に示

す。 

牧草地（肉牛）シナリオにおいては、牛肉の摂取が考えられるが、法律上、許認可を

受けたと畜場以外ではと畜できないため、酪農家が牛肉を自家消費するのは現実的では

ないと判断し、食物摂取による内部被ばくは設定しなかった。また、仮置場跡地に牛舎

を建て、牛を育てている事例が無いことがわかっている（福島県除染対策課調べ（2021））。

しかしながら、将来的に牛舎を建てる事例が発生する可能性を否定できないため、牧草

地（乳牛・肉牛）シナリオでは、仮置場跡地内で牛を育てる仮定を置くこととした。 

森林シナリオにおいては、キノコや山菜の摂取が考えられるが、これらの採取は主に

天然林で行われる 13)ため、本報では評価の対象外とした。 

なお、農地や人工林といった、労働を伴う土地利用について、未成年者も大人に同行

する場合があると考え、上記のシナリオ及び被ばく経路は、全年齢区分で共通とした。 

 

表 2 仮置場跡地の土地利用毎の活動内容・被ばく経路 

No. 
土地 

利用 

仮置場跡地での 

活動 
被ばく経路 

1 水田 

仮置場跡地を「水

田」に原状回復した

後、現地で稲を育

て、育ったお米を摂

取する。 

①：稲を育てる際の「外部被ばく」 

②：育ったお米を摂取する際の「内部被ばく」 

③：稲を育てる際の土壌摂取による「内部被ばく」 

④：稲を育てる際のダストの吸入による「内部被ばく」 

2 
畑地 

（野菜） 

仮置場跡地を「畑

地」に原状回復した

後、野菜を育て、育

った野菜を摂取す

る。 

①：作物を育てる際の「外部被ばく」 

②：育った作物を摂取する際の「内部被ばく」 

③：作物を育てる際の土壌摂取による「内部被ばく」 

④：作物を育てる際のダストの吸入による「内部被ばく」 

3 
畑地 

（花卉） 

仮置場跡地を「畑

地」に原状回復した

後、花卉を育てる。 

①：作物を育てる際の「外部被ばく」 

②：作物を育てる際の土壌摂取による「内部被ばく」 

③：作物を育てる際のダストの吸入による「内部被ばく」 

4 樹園地 

仮置場跡地を「樹園

地」に原状回復した

後作物を育て、育っ

た作物を摂取する。 

①：作物を育てる際の「外部被ばく」 

②：育った作物を摂取する際の「内部被ばく」 

③：作物を育てる際の土壌摂取による「内部被ばく」 

④：作物を育てる際のダストの吸入による「内部被ばく」 
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5 
牧草地 

(乳牛) 

仮置場跡地を「牧草

地」に原状回復した

後、跡地内で乳牛を

育てる。育てた牛か

らの牛乳を摂取す

る。 

①：乳牛を育てる際の「外部被ばく」 

②：育てた牛から牛乳を摂取する際の「内部被ばく」 

③：乳牛を育てる際の土壌摂取による「内部被ばく」 

④：乳牛を育てる際のダストの吸入による「内部被ばく」 

6 
牧草地 

(肉牛) 

仮置場跡地を「牧草

地」に原状回復した

後、跡地内で肉用牛

を育てる。 

①：肉用牛を育てる際の「外部被ばく」 

②：肉用牛を育てる際の土壌摂取による「内部被ばく」 

③：肉用牛を育てる際のダストの吸入による「内部被ばく」 

7 人工林 

仮置場跡地を「人工

林」に原状回復し、

林業を行う。 

①：作業を行う際の「外部被ばく」 

②：作業を行う際の土壌摂取による「内部被ばく」 

③：作業を行う際のダストの吸入による「内部被ばく」 

8 住宅 

仮置場跡地を更地

化した後、その場所

に住宅を建てて生

活する。また、家庭

菜園*3 を行い、育て

た作物を摂取する。 

①：屋内で生活する際の「外部被ばく」 

②：家庭菜園を行う際の「外部被ばく」 

③：家庭菜園で育てた作物を摂取することによる「内部被 

ばく」 

④：家庭菜園を行う際の土壌摂取による「内部被ばく」 

⑤：家庭菜園を行う際のダストの吸入による「内部被ばく」 

9 公園 

仮置場跡地を更地

化した後、その場所

を公園にして利用

する。 

①：公園内で活動する際の「外部被ばく」 

②：公園内で活動する際の土壌摂取による「内部被ばく」 

③：公園内で活動する際のダストの吸入による「内部被ば 

く」 

 

*3 住宅の敷地内の屋外作業は様々なものが考えられるが、今回の評価では代表的に家庭菜園を仮定

した。 
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図 8 被ばく経路のイメージ 

 

３．３．計算モデル及びパラメータ 

 追加被ばく線量評価を行うにあたり、学会標準及び SRS No.44 を参照し、使用する計

算モデルを式（1）～（8）のとおり検討した。③土壌摂取による内部被ばくモデルは、

②食物摂取による内部被ばくモデルを参考に検討した。③土壌摂取による内部被ばくモ

デル及び⑤土壌からダストへの核種移行モデルについては、SRS No.44 を参照し、粒子

が微細であるほど放射性核種濃度が高い傾向があることを考慮するためのパラメータ

を追加した。 

 

①土壌からの外部被ばくモデル 

𝐷𝑒𝑥𝑡(𝑖) = 𝐶𝑠(𝑖)𝑆𝑠(𝑖)𝑡𝑠𝐷𝐶𝐹,𝐸𝑋𝑇(𝑖) ・・・式（1） 

 

𝐷𝑒𝑥𝑡(𝑖)：放射性核種 iによる外部被ばく線量［Sv/year］ 

𝐶𝑠(𝑖)：放射性核種 iの土壌中濃度［Bq/kgDW］ 

𝑆𝑠(𝑖)：放射性核種 iの遮へい係数[-] 

𝑡𝑠：被ばく時間［h/year］ 

𝐷𝐶𝐹,𝐸𝑋𝑇(𝑖)：放射性核種 iの外部被ばく線量換算係数［（Sv/h）/（Bq/kgDW）］ 
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②食物摂取による内部被ばくモデル 

 𝐷𝑖𝑛𝑔,𝑓(𝑖) = 𝐶𝑓(𝑖)𝑀𝑓𝐺𝑓𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐺(𝑖)・・・式（2） 

 

 𝐷𝑖𝑛𝑔,𝑓(𝑖)：放射性核種 iの経口摂取による内部被ばく線量［Sv/year］ 

𝐶𝑓(𝑖)：食物中の放射性核種 iの濃度［Bq/kgFW］ 

𝑀𝑓：食物の年間摂取量［kgFW/year］ 

𝐺𝑓：食物の市場希釈係数[-] 

𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐺：放射性核種 iの経口内部被ばく線量換算係数［Sv/Bq］ 

 

③土壌摂取による内部被ばくモデル 

𝐷𝑖𝑛𝑔,𝑠(𝑖) = 𝐶𝑠(𝑖)𝑓𝑐,𝑠𝑀𝑠𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐺(𝑖) ・・・式（3） 

 

𝐷𝑖𝑛𝑔,𝑠(𝑖)：放射性核種 iの経口摂取による内部被ばく線量[Sv/year] 

𝐶𝑠(𝑖)：土壌中の放射性核種 iの濃度[Bq/kgDW] 

𝑓𝑐,𝑠：土壌摂取に係る微細な土壌粒子における比放射能の濃度係数[-] 

𝑀𝑠：土壌の時間あたり摂取量[kgDW/h]  

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔：仮置場跡地で土壌を摂取する時間[h/year] 

𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐺(𝑖)：放射性核種 iの経口内部被ばく線量換算係数[Sv/Bq] 

 

④吸入による内部被ばくモデル 

 𝐷𝑖𝑛ℎ(𝑖) = 𝐶𝑎(𝑖)𝐵𝐴𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐻(𝑖) ・・・式（4） 

 

 𝐷𝑖𝑛ℎ(𝑖)：放射性核種 iの吸入による内部被ばく線量［Sv/year］ 

𝐶𝑎(𝑖)：大気中の放射性核種 iの濃度［Bq/m3］ 

𝐵𝐴：呼吸率［m3/h］ 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ：仮置場跡地でダストを吸入する時間［h/year］ 

𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐻(𝑖)：放射性核種 iの吸入内部被ばく線量換算係数［Sv/Bq］ 

 

⑤土壌からダストへの核種移行モデル 

 𝐶𝑎(𝑖) = 𝐶𝑠(𝑖)𝑓𝑐,𝑑𝑑𝑅 ・・・式（5） 

 

 𝐶𝑎(𝑖)：大気中の放射性核種 iの濃度［Bq/m3］ 

𝐶𝑠(𝑖)：放射性核種 iの土壌中の濃度［Bq/kgDW］ 

𝑓𝑐,𝑑：ダスト吸入に係る微細な土壌粒子における比放射能の濃度係数[-] 

𝑑𝑅：大気中ダスト濃度［kgDW/m3］ 
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⑥土壌から米・野菜への核種移行モデル 

𝐶𝑉,𝑓(𝑖) = 𝐶𝑠(𝑖)𝑇𝑅,𝑓(𝑖) ・・・式（6） 

 

𝐶𝑉,𝑓(𝑖)：農作物中の放射性核種 iの濃度［Bq/㎏ FW］ 

𝐶𝑠(𝑖)：放射性核種 iの土壌中の濃度［Bq/㎏ DW］ 

𝑇𝑅,𝑓(𝑖)：土壌から農作物への放射性核種 iの移行係数［（Bq/㎏ FW）/（Bq/㎏ DW）］ 

 

⑦土壌から牧草への核種移行モデル 

𝐶𝑉,𝑝(𝑖) = 𝐶𝑠(𝑖)𝑇𝑅,𝑝(𝑖) ・・・式（7） 

 

𝐶𝑉,𝑝(𝑖)：牧草中の放射性核種 iの濃度［Bq/㎏ DW］ 

𝐶𝑠(𝑖)：放射性核種 iの土壌中の濃度［Bq/㎏ DW］ 

𝑇𝑅,𝑝(𝑖)：土壌から牧草への放射性核種 iの移行係数［（Bq/㎏ DW）/（Bq/㎏ DW）］ 

 

⑧牧草から畜産物への核種移行モデル 

𝐶𝐶𝑎(𝑖) = 𝐶𝑉,𝑝(𝑖)𝑀𝑔𝑓𝑟𝑇𝐴𝑀(𝑖) ・・・式（8） 

 

𝐶𝐶𝑎(𝑖)：放射性核種 iの畜産物中の濃度［Bq/㎏ FW］ 

𝐶𝑉,𝑝(𝑖)：牧草中の放射性核種 iの濃度［Bq/kgDW］ 

𝑀𝑔：家畜の牧草摂取量［㎏ DW/day］ 

𝑓𝑟：牧草の市場希釈係数 [-] 

𝑇𝐴𝑀(𝑖)：摂取する放射性核種 iが畜産物に移行する割合［day/kgFW］ 

 

各パラメータ値は基本的に平均値とし、年齢区分毎（大人、1-6 歳、7-14 歳、15-19

歳）に適した値を用いた。換算係数や移行係数等は Satoh らの報告 14)や IAEA や ICRP の

文書 15, 16)に記載されている値を用いた。また、平均値が不明なパラメータについては、

（一社）日本原子力学会の文書 10, 17)や IAEA の文書である Technical Reports Series 

No.472 18)に記載されている値を用いた。評価に用いた各パラメータ値を付録 A の表 A1

～A10 に示す。 

評価対象核種は、事故で放出された他の放射性核種より半減期が長く、国の報告書 19)

より、環境への放出量が多いと推計されているセシウム 134 及びセシウム 137 とした。

セシウム 134 とセシウム 137 の存在比は、国の報告書 19)より、原子力発電所事故発生時

点の比を 1:1 として、物理減衰を考慮して計算した。仮置場跡地の土壌中の放射性セシ

ウムの分布は、仮置場の造成方法、跡地の土地利用や事故からの経過時間等によって異

なると考えられる。 

式(1)で使用した外部被ばく線量換算係数𝐷𝐶𝐹,𝐸𝑋𝑇(𝑖)は放射性セシウムの深度分布に

依存する。放射性セシウムの深度分布は、人為的な撹拌が無い場合、指数関数的に分布
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*4 福島県におけるスギの標準伐齢期は 45 年とされている。25, 26, 27, 28) 

20, 21)、またはある深さにピークを持つとされている 22）。農地等の人為的な撹拌がある場

合は平均化される 20）。地表から指数関数的に放射性セシウムが分布している場合、重量

深度 𝜁 （g/cm2）における放射能濃度 𝐴𝑚(𝜁) (Bq/kg)は、地表面の放射能濃度 𝐴𝑚,0

（Bq/kg）、重量深度 𝜁（g/cm2）及び重量緩衝深度 𝛽（g/cm2）により、式(9)に示す指数

関数式 23)で表せる。 

 

𝐴𝑚(𝜁) = 𝐴𝑚,0exp (−𝜁/𝛽) ・・・式（9） 

 

重量深度 𝜁 は土の深さ（cm）と密度（g/cm3）の積で定義される。重量緩衝深度 𝛽 

は、放射性セシウムの深度分布を表すパラメータであり、値が小さいほど地表付近に放

射能濃度が集中していることになる。Kato ら 21)により、事故直後の人為的な撹拌が無

い土地での重量緩衝深度 𝛽 は 1 g/cm2程度であることが報告されている。一方、事故

から約9年後に行われた原子力規制委員会の調査 24)では重量緩衝深度 𝛽 が 4程度であ

ったと報告されている。本報では、保守的にほとんどのセシウムが地表面に存在してい

ると仮定し、重量緩衝深度 𝛽 が 1 g/cm2の場合の外部被ばく線量換算係数𝐷𝐶𝐹,𝐸𝑋𝑇(𝑖)を

設定した。 

 

３．４．放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量の評価方法 

３．４．１．平均値や標準的なパラメータ値を用いた評価方法 

 ３．１．～３．３．で設定したシナリオやパラメータ等に基づき、土壌中の放射性セ

シウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量を計算した。放射性セシウム濃度について、

セシウム 134、セシウム 137 のうち、半減期が長く長期的に残存するセシウム 137 の濃

度を 2022 年 6 月時点で 1 Bq/kg とした。セシウム 134 の濃度については、事故発生時

点のセシウム 134 とセシウム 137 の存在比を 1:1 とし、2022 年 6 月までの物理減衰を

考慮して計算し、0.03 Bq/kg とした。 

 ただし、人工林シナリオにおいては、作業時間とセシウムの物理減衰を考慮すると、

植樹してから 45 年後*4 以降に行われる伐採を想定した評価結果が、作業時間が最も長

くなり、保守的となるため、物理減衰を考慮して 45 年後（2067 年 6月）の放射性セシ

ウム濃度を算出し、セシウム 137 の濃度を 0.36 Bq/kg、セシウム 134 の濃度を 8.2×

10-9 Bq/kg とした。 

 

３．４．２．不確実性の検討方法 

GSG-3 では、被ばく線量評価を行うにあたり、不確実性の検討は不可欠であるとされ

ている。不確実性は評価シナリオ、計算モデル、パラメータそれぞれに存在している。

評価シナリオについては、様々な可能性を考慮した様々なケースを網羅しており、将来

的に土地利用の変更があったとしても、３．２．で検討したシナリオでカバーできると

思われるため、不確実性は考慮できていると考えた。また、計算モデルは国内学会の文
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書である学会標準を参照し、且つ一部の計算式においては、IAEA の文書 11)を参照し保

守的に改変していることから、不確実性は考慮できていると考えた。 

３．４．１．の追加被ばく線量評価を行うにあたり設定したパラメータ値は、基本的

に平均的または標準的な値を用いているが、各パラメータにはばらつきがあり、その不

確実性を検討する必要がある。そのため、３．４．１の放射性セシウムの単位濃度あた

りの追加被ばく線量評価に用いたパラメータを保守的に設定して追加被ばく線量を評

価することで、不確実性を検討した。ただし、GSG-3 では、保守的な評価は現実に即し

ていない結果を示す可能性があるとしており、注意が必要である。検討対象のパラメー

タは、条件（a）、（b）の両方または（c）に合致するものとした。 

 

（a）４つの年齢区分のいずれかで、追加被ばく線量全体の 5 %以上を占める被ばく経

路のパラメータ。（表 7～10 を参照。） 

（b）平均値や標準的な値を用いていること。 

（c）条件（a）、（b）の両方に合致するパラメータのばらつきを考慮することで、連動

して値が変化するパラメータ。 

 

条件（a）、（b）両方に合致するパラメータは、外部被ばく時間（𝑡𝑠）、食物の年間摂取量

（𝑀𝑓）、食物の市場希釈係数（𝐺𝑓）であった。条件（c）に合致するパラメータは、仮置

場で土壌を摂取する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）及び牧草の

市場希釈係数（𝑓𝑟）であった。不確実性を考慮して保守的に設定したパラメータの一覧

を表 3～6に示す。ばらつきを考慮した各パラメータの設定方法は付録 Bのとおり。 
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表 3 各シナリオの不確実性を考慮したパラメータ（大人） 

シナリオ 不確実性の検討対象となるパラメータ 
標準的なパラ

メータ値 

保守的なパラ

メータ値 

水田 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔） 
183 h/year 640 h/year 

仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 53 h/year 186 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 54 kgFW/year 98 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(野菜) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
858 h/year 1,069 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 102 kgFW/year 191 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(花卉) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
852 h/year 989 h/year 

樹園地 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
540 h/year 781 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 37 kgFW/year 113 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草地 

(乳牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
1,244 h/year 2,284 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 23 kgFW/year 70 kgFW/yaer 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草の市場希釈係数（𝑓𝑟） 0.12 0.18 

牧草地 

(肉牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
928 h/year 1,686 h/year 

人工林 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
313 h/year 313 h/year 

住宅 外部被ばく時間（屋内）（𝑡𝑠） 5,778 h/year 8,618 h/year 

公園 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
178 h/year 518 h/year 
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表 4 各シナリオの不確実性を考慮したパラメータ（1-6 歳） 

シナリオ 不確実性の検討対象となるパラメータ 
標準的なパラメ

ータ値 

保守的なパラメ

ータ値 

水田 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔） 
183 h/year 640 h/year 

仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 53 h/year 186 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 35 kgFW/year 51 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(野菜) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
858 h/year 1,069 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 47 kgFW/year 75 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(花卉) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
852 h/year 989 h/year 

樹園地 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
540 h/year 781 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 34 kgFW/year 68 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草地 

(乳牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
1,244 h/year 2,284 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 52 kgFW/year 107 kgFW/yaer 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草の市場希釈係数（𝑓𝑟） 0.12 0.18 

牧草地 

(肉牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
928 h/year 1,686 h/year 

人工林 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
313 h/year 313 h/year 

住宅 外部被ばく時間（屋内）（𝑡𝑠） 6,998 h/year 8,618 h/year 

公園 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
232 h/year 515 h/year 
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表 5 各シナリオの不確実性を考慮したパラメータ（7-14 歳） 

シナリオ 不確実性の検討対象となるパラメータ 
標準的なパラメ

ータ値 

保守的なパラメ

ータ値 

水田 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔） 
183 h/year 640 h/year 

仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 53 h/year 186 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 61 kgFW/year 92 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(野菜) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
858 h/year 1,069 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 88 kgFW/year 133 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(花卉) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
852 h/year 989 h/year 

樹園地 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
540 h/year 781 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 27 kgFW/year 61 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草地 

(乳牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
1,244 h/year 2,284 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 92 kgFW/year 147 kgFW/yaer 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草の市場希釈係数（𝑓𝑟） 0.12 0.18 

牧草地 

(肉牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
928 h/year 1,686 h/year 

人工林 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
313 h/year 313 h/year 

住宅 外部被ばく時間（屋内）（𝑡𝑠） 5,315 h/year 6,991 h/year 

公園 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
217 h/year 593 h/year 
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表 6 各シナリオの不確実性を考慮したパラメータ（15-19 歳） 

シナリオ 不確実性の検討対象となるパラメータ 
標準的なパラメ

ータ値 

保守的なパラメ

ータ値 

水田 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔） 
183 h/year 640 h/year 

仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 53 h/year 186 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 78 kgFW/year 118 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(野菜) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
858 h/year 1,069 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 89 kgFW/year 145 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

畑地 

(花卉) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
852 h/year 989 h/year 

樹園地 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
540 h/year 781 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 24 kgFW/year 64 kgFW/year 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草地 

(乳牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
1,244 h/year 2,284 h/year 

食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 36 kgFW/year 88 kgFW/yaer 

食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 0.5 1 

牧草の市場希釈係数（𝑓𝑟） 0.12 0.18 

牧草地 

(肉牛) 

外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
928 h/year 1,686 h/year 

人工林 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
313 h/year 313 h/year 

住宅 外部被ばく時間（屋内）（𝑡𝑠） 5,315 h/year 6,991 h/year 

公園 
外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間

（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 
210 h/year 526 h/year 
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４．放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量の評価結果 

４．１． 平均値や標準的なパラメータ値を用いた評価結果 

土壌中の放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量を計算した結果を表7～

10 に示す。追加被ばく線量の合計は、いずれの年齢区分においても住宅シナリオが最

大であり、1-6 歳の住宅シナリオが 4.1×10-4（mSv/year)/(Bq/kg) で全ての年齢区分の

シナリオにおいて最大であった。水田シナリオを除く各シナリオで、外部被ばく線量が

追加被ばく線量の合計値の大半を占めていた。住宅シナリオは、仮置場跡地での滞在時

間（在宅時間）が長いため、外部被ばく線量が他のシナリオより大きくなり、追加被ば

く線量の合計値が最大となった。水田シナリオは、仮置場跡地での滞在時間（労働時間）

が比較的短いため、大人及び 15～19 歳の年齢区分においては、外部被ばく線量と内部

被ばく線量の差が小さかった。土壌摂取やダストの吸入による内部被ばく線量はいずれ

のシナリオにおいても小さかった。各被ばく経路の追加被ばく線量について、年齢区分

間で多少の違いがみられたものの、合計値が大きく異なることはなかった。 

なお、市町村や仮置場の地権者の要望に応じて追加被ばく線量評価を行う際は、表土

中の放射性セシウム濃度だけではなく、仮置場跡地の利用時間や食物摂取量等の各種パ

ラメータに、実際の値を当てはめることで、より現実に即した評価を行うことも可能で

ある。また、本報では、セシウム 134 とセシウム 137 の存在比を、2022 年 6 月を基準

として決定したが、実際の測定日を考慮して存在比を変更することも可能である。ただ

し、2022 年 6 月の時点でセシウム 134 の存在比が非常に小さいため、将来的に実際の

測定日を考慮して存在比を変更してもほとんど影響がないと考えられる。 
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表 7 各シナリオの放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量（大人） 

(mSv/year)/(Bq/kg) 

シナリオ 
土壌からの

外部被ばく 

内部被ばく 

(食物摂取) 

内部被ばく 

(土壌摂取) 

内部被ばく 

(ダスト吸入) 
合計 

水田 
1.9×10-5 1.5×10-5 2.1×10-9 6.1×10-10 3.4×10-5 

56.9% 43.1% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（野菜） 

9.1×10-5 2.8×10-5 9.7×10-9 9.9×10-9 1.2×10-4 

76.6% 23.4% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（花卉） 

9.1×10-5 - 9.6×10-9 9.8×10-9 9.1×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

樹園地 
5.7×10-5 9.9×10-6 6.1×10-9 6.2×10-9 6.7×10-5 

85.2% 14.7% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（乳牛） 

1.3×10-4 3.0×10-6 1.4×10-8 1.4×10-8 1.4×10-4 

97.8% 2.2% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（肉牛） 

9.9×10-5 - 1.0×10-8 1.1×10-8 9.9×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

人工林 
1.1×10-5 - 2.7×10-11 1.2×10-9 1.1×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

住宅 
2.6×10-4 6.4×10-6 1.6×10-9 1.6×10-9 2.7×10-4 

97.6% 2.4% 0.0% 0.0% 100.0% 

公園 
1.9×10-5 - 2.0×10-9 2.1×10-9 1.9×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

（下段は追加被ばく線量の合計値に占める割合を示す。） 
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表 8 各シナリオの放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量（1-6 歳） 

(mSv/year)/(Bq/kg) 

シナリオ 
土壌からの 

外部被ばく 

内部被ばく 

(食物摂取) 

内部被ばく 

(土壌摂取) 

内部被ばく 

(ダスト吸入) 
合計 

水田 
2.5×10-5 8.7×10-6 7.6×10-9 7.2×10-10 3.4×10-5 

74.4% 25.6% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（野菜） 

1.2×10-4 1.2×10-5 3.6×10-8 1.2×10-8 1.3×10-4 

90.9% 9.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（花卉） 

1.2×10-4 - 3.5×10-8 1.1×10-8 1.2×10-4 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

樹園地 
7.5×10-5 8.5×10-6 2.2×10-8 7.3×10-9 8.3×10-5 

89.8% 10.2% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（乳牛） 

1.7×10-4 6.4×10-6 5.2×10-8 1.7×10-8 1.8×10-4 

96.4% 3.6% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（肉牛） 

1.3×10-4 - 3.9×10-8 1.3×10-8 1.3×10-4 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

人工林 
1.4×10-5 - 9.8×10-11 1.4×10-9 1.4×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

住宅 
4.1×10-4 2.3×10-6 5.9×10-9 1.9×10-9 4.1×10-4 

99.4% 0.6% 0.0% 0.0% 100.0% 

公園 
3.3×10-5 - 1.0×10-8 3.2×10-9 3.3×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

（下段は追加被ばく線量の合計値に占める割合を示す。） 
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表 9 各シナリオの放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量（7-14 歳） 

(mSv/year)/(Bq/kg) 

シナリオ 
土壌からの 

外部被ばく 

内部被ばく 

(食物摂取) 

内部被ばく 

(土壌摂取) 

内部被ばく 

(ダスト吸入) 
合計 

水田 
2.1×10-5 1.3×10-5 4.8×10-9 4.9×10-10 3.4×10-5 

62.9% 37.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（野菜） 

1.0×10-4 1.8×10-5 2.2×10-8 7.9×10-9 1.2×10-4 

84.6% 15.4% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（花卉） 

1.0×10-4 - 2.2×10-8 7.9×10-9 1.0×10-4 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

樹園地 
6.3×10-5 5.6×10-6 1.4×10-8 5.0×10-9 6.9×10-5 

91.8% 8.1% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（乳牛） 

1.5×10-4 9.4×10-6 3.2×10-8 1.2×10-8 1.6×10-4 

93.9% 6.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（肉牛） 

1.1×10-4 - 2.4×10-8 8.6×10-9 1.1×10-4 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

人工林 
1.2×10-5 - 6.1×10-11 9.9×10-10 1.2×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

住宅 
2.6×10-4 3.7×10-6 2.2×10-9 1.3×10-9 2.6×10-4 

98.6% 1.4% 0.0% 0.0% 100.0% 

公園 
2.6×10-5 - 5.7×10-9 2.0×10-9 2.6×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

（下段は追加被ばく線量の合計値に占める割合を示す。） 
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表 10 各シナリオの放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量（15-19 歳） 

(mSv/year)/(Bq/kg) 

シナリオ 
土壌からの 

外部被ばく 

内部被ばく 

(食物摂取) 

内部被ばく 

(土壌摂取) 

内部被ばく 

(ダスト吸入) 
合計 

水田 
2.0×10-5 2.1×10-5 2.1×10-9 5.8×10-10 4.1×10-5 

48.5% 51.5% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（野菜） 

9.3×10-5 2.4×10-5 9.7×10-9 9.4×10-9 1.2×10-4 

79.5% 20.5% 0.0% 0.0% 100.0% 

畑地 

（花卉） 

9.3×10-5 - 9.6×10-9 9.4×10-9 9.3×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

樹園地 
5.9×10-5 6.6×10-6 6.1×10-9 5.9×10-9 6.5×10-5 

89.9% 10.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（乳牛） 

1.4×10-4 4.8×10-6 1.4×10-8 1.4×10-8 1.4×10-4 

96.5% 3.4% 0.0% 0.0% 100.0% 

牧草地 

（肉牛） 

1.0×10-4 - 1.0×10-8 1.0×10-8 1.0×10-4 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

人工林 
1.1×10-5 - 2.7×10-11 1.2×10-9 1.1×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

住宅 
2.4×10-4 4.8×10-6 9.6×10-10 1.6×10-9 2.5×10-4 

98.0% 2.0% 0.0% 0.0% 100.0% 

公園 
2.3×10-5 - 2.4×10-9 2.3×10-9 2.3×10-5 

100.0% - 0.0% 0.0% 100.0% 

（下段は追加被ばく線量の合計値に占める割合を示す。） 
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４．２．不確実性の検討結果 

パラメータの不確実性を考慮するため、３．４．２で検討した保守的なパラメータ値

を用いて、放射性セシウム単位濃度あたりの追加被ばく線量を計算した結果を表 11～

14 に示す。追加被ばく線量の合計は、いずれの年齢区分においても住宅シナリオが最

大であり、1-6 歳の住宅シナリオが 5.0×10-4（mSv/year)/(Bq/kg) で全ての年齢区分の

シナリオにおいて最大であった。平均値や標準的なパラメータ値を用いて計算した結果

と比較すると、追加被ばく線量の合計値が、最大で 3.6 倍（大人における水田シナリオ）

になることがわかった。平均値や標準的なパラメータ値を用いた評価値と保守的なパラ

メータ値を用いた評価値の比が、年齢区分によって大きく異なることはなかった。なお、

人工林シナリオにおいては、標準的な計算と保守的な計算方法でのパラメータが全て同

じ値となっている。 

 

表 11 不確実性を考慮した放射性 Cs 単位濃度あたりの追加被ばく線量（大人） 

                             （mSv/year）/（Bq/kg） 

シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 保守的／標準的 

水田 
標準的 1.9×10-5 1.5×10-5 3.4×10-5 

3.6  
保守的 6.8×10-5 5.3×10-5 1.2×10-4 

畑地（野菜） 
標準的 9.1×10-5 2.8×10-5 1.2×10-4 

1.8  
保守的 1.1×10-4 1.0×10-4 2.2×10-4 

畑地（花卉） 
標準的 9.1×10-5 1.9×10-8 9.1×10-5 

1.2  
保守的 1.1×10-4 2.3×10-8 1.1×10-4 

樹園地 
標準的 5.7×10-5 9.9×10-6 6.7×10-5 

2.1  
保守的 8.3×10-5 6.2×10-5 1.4×10-4 

牧草地（乳牛） 
標準的 1.3×10-4 3.0×10-6 1.4×10-4 

2.0  
保守的 2.4×10-4 2.7×10-5 2.7×10-4 

牧草地（肉牛） 
標準的 9.9×10-5 2.1×10-8 9.9×10-5 

1.8  
保守的 1.8×10-4 3.8×10-8 1.8×10-4 

人工林 
標準的 1.1×10-5 1.3×10-9 1.1×10-5 

1.0  
保守的 1.1×10-5 1.3×10-9 1.1×10-5 

住宅 
標準的 2.6×10-4 6.4×10-6 2.7×10-4 

1.5  
保守的 3.8×10-4 6.4×10-6 3.9×10-4 

公園 
標準的 1.9×10-5 4.1×10-9 1.9×10-5 

2.9  
保守的 5.5×10-5 1.2×10-8 5.5×10-5 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 12 不確実性を考慮した放射性 Cs 単位濃度あたりの追加被ばく線量（1-6 歳） 

（mSv/year）/（Bq/kg） 

シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 保守的／標準的 

水田 
標準的 2.5×10-5 8.7×10-6 3.4×10-5 

3.4  
保守的 8.8×10-5 2.6×10-5 1.1×10-4 

畑地（野菜） 
標準的 1.2×10-4 1.2×10-5 1.3×10-4 

1.4  
保守的 1.5×10-4 3.7×10-5 1.9×10-4 

畑地（花卉） 
標準的 1.2×10-4 4.7×10-8 1.2×10-4 

1.2  
保守的 1.4×10-4 5.4×10-8 1.4×10-4 

樹園地 
標準的 7.5×10-5 8.5×10-6 8.3×10-5 

1.7  
保守的 1.1×10-4 3.4×10-5 1.4×10-4 

牧草地（乳牛） 
標準的 1.7×10-4 6.5×10-6 1.8×10-4 

2.0  
保守的 3.2×10-4 3.8×10-5 3.5×10-4 

牧草地（肉牛） 
標準的 1.3×10-4 5.1×10-8 1.3×10-4 

1.8  
保守的 2.3×10-4 9.3×10-8 2.3×10-4 

人工林 
標準的 1.4×10-5 1.5×10-9 1.4×10-5 

1.0  
保守的 1.4×10-5 1.5×10-9 1.4×10-5 

住宅 
標準的 4.1×10-4 2.4×10-6 4.1×10-4 

1.2 
保守的 5.0×10-4 2.4×10-6 5.0×10-4 

公園 
標準的 3.3×10-5 1.3×10-8 3.3×10-5 

2.2  
保守的 7.2×10-5 2.9×10-8 7.2×10-5 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 13 不確実性を考慮した放射性 Cs 単位濃度あたりの追加被ばく線量（7-14 歳） 

                   （mSv/year）/（Bq/kg） 

シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 保守的／標準的 

水田 
標準的 2.1×10-5 1.3×10-5 3.4×10-5 

3.3  
保守的 7.5×10-5 3.8×10-5 1.1×10-4 

畑地（野菜） 
標準的 1.0×10-4 1.8×10-5 1.2×10-4 

1.5  
保守的 1.3×10-4 5.6×10-5 1.8×10-4 

畑地（花卉） 
標準的 1.0×10-4 3.0×10-8 1.0×10-4 

1.2  
保守的 1.2×10-4 3.5×10-8 1.2×10-4 

樹園地 
標準的 6.3×10-5 5.6×10-6 6.9×10-5 

1.7  
保守的 9.2×10-5 2.5×10-5 1.2×10-4 

牧草地（乳牛） 
標準的 1.5×10-4 9.4×10-6 1.6×10-4 

2.0  
保守的 2.7×10-4 4.4×10-5 3.1×10-4 

牧草地（肉牛） 
標準的 1.1×10-4 3.3×10-8 1.1×10-4 

1.8  
保守的 2.0×10-4 6.0×10-8 2.0×10-4 

人工林 
標準的 1.2×10-5 1.0×10-9 1.2×10-5 

1.0  
保守的 1.2×10-5 1.0×10-9 1.2×10-5 

住宅 
標準的 2.6×10-4 3.7×10-6 2.6×10-4 

1.3  
保守的 3.4×10-4 3.7×10-6 3.4×10-4 

公園 
標準的 2.6×10-5 7.8×10-9 2.6×10-5 

2.7  
保守的 7.1×10-5 2.1×10-8 7.1×10-5 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 14 不確実性を考慮した放射性 Cs 単位濃度あたりの追加被ばく線量（15-19 歳） 

（mSv/year）/（Bq/kg） 

シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 保守的／標準的 

水田 
標準的 2.0×10-5 2.1×10-5 4.1×10-5 

3.3  
保守的 7.0×10-5 6.4×10-5 1.3×10-4 

畑地（野菜） 
標準的 9.3×10-5 2.4×10-5 1.2×10-4 

1.7  
保守的 1.2×10-4 7.9×10-5 2.0×10-4 

畑地（花卉） 
標準的 9.3×10-5 1.9×10-8 9.3×10-5 

1.2  
保守的 1.1×10-4 2.2×10-8 1.1×10-4 

樹園地 
標準的 5.9×10-5 6.6×10-6 6.5×10-5 

1.8  
保守的 8.5×10-5 3.5×10-5 1.2×10-4 

牧草地（乳牛） 
標準的 1.4×10-4 4.8×10-6 1.4×10-4 

2.0  
保守的 2.5×10-4 3.4×10-5 2.8×10-4 

牧草地（肉牛） 
標準的 1.0×10-4 2.1×10-8 1.0×10-4 

1.8  
保守的 1.8×10-4 3.8×10-8 1.8×10-4 

人工林 
標準的 1.1×10-5 1.2×10-9 1.1×10-5 

1.0  
保守的 1.1×10-5 1.2×10-9 1.1×10-5 

住宅 
標準的 2.4×10-4 4.8×10-6 2.5×10-4 

1.3  
保守的 3.1×10-4 4.8×10-6 3.2×10-4 

公園 
標準的 2.3×10-5 4.7×10-9 2.3×10-5 

2.5  
保守的 5.8×10-5 1.2×10-8 5.8×10-5 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



106 

５．事例評価の方法 

 ３．４．のとおり求めた放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量

(mSv/year)/(Bq/kg)に、仮置場跡地の表土中のセシウム濃度や空間線量率から算出した

セシウム濃度を乗じて、追加被ばく線量（mSv/year）を事例的に評価した。更に、評価

した追加被ばく線量を長期的な目標値（1 mSv/year）と比較した。 

 

５．１．仮置場跡地の放射性セシウム濃度を用いた追加被ばく線量の評価方法 

 ３．４．１．のとおり求めた標準的な放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく

線量と、３．４．２．のとおり求めた保守的な追加被ばく線量に、実際の仮置場跡地の

表土中のセシウム 137 濃度の実測値を乗じて事例的に計算した。標準的な事例評価で

は、実測値の平均値を、保守的な事例評価では、実測値の最大値を用いた。計算に用い

た仮置場跡地の実測値は、表 15 のとおり。様々な状況の仮置場跡地を評価するため、

想定される土地利用や立地する地域が異なる仮置場 A、B、Cを選択した。想定される土

地利用は、仮置場跡地が立地する市町村へ聞き取りを行った。各仮置場跡地における放

射性セシウム濃度の測定日は異なるが、全て 2022 年 6 月時点の値として評価した。 

土壌採取は、表面から 5 cm 深さ以内で行った。仮置場 A の土壌の採取地点は、1 つ

の区画が 1,000 m2以内になるよう仮置場全体を 3 つに分画し、各分画の中心及び四隅

の 5 地点を選定した。仮置場 B、C の土壌の採取地点は、除去土壌等を置いていた複数

の区画とした。除去土壌等を置いていた区画の面積が20 ｍ×20 ｍを超えない場合は、

中心及び四隅を土壌採取地点とし、20 ｍ×20 ｍを超える場合は、中心及び四隅に加

え、10 ｍ程度のメッシュに区切り、各メッシュの中心及び四隅を土壌採取地点とした。

採取した土壌のセシウム 137 濃度はゲルマニウム半導体検出器により測定した。なお、

上記の土壌採取は、詳細に汚染状況を把握できるよう除染関係ガイドライン 2)に記載さ

れている方法より地点数を増やした。 

 なお、仮置場 A の表土中のセシウム 137 濃度は、仮置場 B、C と比較し高い値を示し

ている（表 15）。仮置場 B、C のセシウム 137 濃度が非常に低いのは造成時に切土され

たためと考えられる。 

 

表 15 土壌中のセシウム 137 濃度の実測を行った仮置場跡地の基礎情報と測定結果 

 
想定される 

土地利用 

面積  

[m2] 

土壌採取

地点数 

137Cs 濃度 [Bq/kg] 
地域 

平均値 最大値 

仮置場 A 農地（牧草地除く） 2.3×103 11 160 636 浜通り 

仮置場 B 森林 7.5×103 400 6 38 中通り 

仮置場 C 建物、公園等 1.0×103 38 4 13 会津 

（137Cs 濃度の平均値は検出限界値未満の値を除いて計算した。） 
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５．２．仮置場跡地の空間線量率を用いた追加被ばく線量の評価方法 

 ５．１．の事例評価の代表性を確認するため、福島県内の汚染重点調査地域の市町村

のうち、29市町村（仮置場跡地は 794 箇所）を対象にアンケート調査を行い、各仮置場

跡地の空間線量率を把握した。調査期間は 2022 年 2 月 16 日～3 月 31 日、調査項目は

原状回復工事完了後に市町村等が測定した仮置場の 1m 高さ空間線量率（図 6の（5）の

測定結果）と測定日（原状回復工事完了後に測定していない場合は、除去土壌撤去後の

空間線量率（図 6 の（3）の測定結果））とした。（多くの市町村は、表土中の放射性セ

シウム濃度ではなく、空間線量率で汚染の有無を把握している。）測定日が数日にわた

る場合は最終日とし、不明である場合は同市町村の他の仮置場跡地の測定日のうち、最

も新しい日付とした。 

各仮置場跡地の空間線量率から表土中のセシウム 137 濃度へ換算し、３．４．で求め

た放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量に乗じることで、追加被ばく線量

の確率分布を求めた。空間線量率から表土中のセシウム 137 濃度への換算は、付録 Cの

式(C1)及び式(C2)により行った。また、求めた確率分布と５．１．の事例評価の結果を

比較した。 

 

６．事例評価の結果 

６．１．実際の仮置場の放射性セシウム濃度を用いた追加被ばく線量の評価結果 

実際の仮置場跡地の表土中のセシウム 137 濃度の実測値を用いて追加被ばく線量を

計算した結果を表 16～19 に示す。 

・平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算では、仮置場 A の 1-6 歳における畑地

（野菜）シナリオの追加被ばく線量が、2.1×10-2 mSv/year で最大値となった。 

・ばらつきを考慮した保守的なパラメータ値を用いた計算では、仮置場 Aの大人におけ

る畑地（野菜）シナリオの追加被ばく線量が、1.4×10-1 mSv/year で最大値となった。 

 

これらの値は、1 mSv/year を大きく下回っていることから、仮置場 A、B、Cは安全に

利用できると考えられる。また、仮置場 A、B、C と同様の土地利用で、放射性 Cs 濃度

が同程度またはそれ以下の仮置場跡地であれば安全に利用できると考えられる。 
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表 16 実際の仮置場の表土中 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（大人） 

（mSv/year） 

仮置場 シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 

仮置場 A 

水田 
標準的 3.1×10-3 2.4×10-3 5.5×10-3 

保守的 4.3×10-2 3.4×10-2 7.7×10-2 

畑地（野菜） 
標準的 1.5×10-2 4.5×10-3 1.9×10-2 

保守的 7.2×10-2 6.6×10-2 1.4×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 1.5×10-2 3.1×10-6 1.5×10-2 

保守的 6.7×10-2 1.4×10-5 6.7×10-2 

樹園地 
標準的 9.2×10-3 1.6×10-3 1.1×10-2 

保守的 5.3×10-2 3.9×10-2 9.2×10-2 

仮置場 B 人工林 
標準的 7.3×10-5 8.4×10-9 7.3×10-5 

保守的 4.2×10-4 4.8×10-8 4.2×10-4 

仮置場 C 

住宅 
標準的 1.6×10-3 3.8×10-5 1.6×10-3 

保守的 4.9×10-3 8.3×10-5 5.0×10-3 

公園 
標準的 1.1×10-4 2.5×10-8 1.1×10-4 

保守的 7.1×10-4 1.5×10-7 7.1×10-4 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 17 実際の仮置場の表土中 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（1-6 歳） 

（mSv/year） 

仮置場 シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 

仮置場 A 

水田 
標準的 4.0×10-3 1.4×10-3 5.4×10-3 

保守的 5.6×10-2 1.6×10-2 7.3×10-2 

畑地（野菜） 
標準的 1.9×10-2 1.9×10-3 2.1×10-2 

保守的 9.4×10-2 2.4×10-2 1.2×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 1.9×10-2 7.5×10-6 1.9×10-2 

保守的 8.7×10-2 3.5×10-5 8.7×10-2 

樹園地 
標準的 1.2×10-2 1.4×10-3 1.3×10-2 

保守的 6.9×10-2 2.1×10-2 9.0×10-2 

仮置場 B 人工林 
標準的 9.5×10-5 1.0×10-8 9.5×10-5 

保守的 5.5×10-4 5.9×10-8 5.5×10-4 

仮置場 C 

住宅 
標準的 2.4×10-3 1.4×10-5 2.5×10-3 

保守的 6.4×10-3 3.0×10-5 6.4×10-3 

公園 
標準的 2.0×10-4 7.9×10-8 2.0×10-4 

保守的 9.3×10-4 3.7×10-7 9.3×10-4 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 18 実際の仮置場の表土中 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（7-14 歳） 

（mSv/year） 

仮置場 シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 

仮置場 A 

水田 
標準的 3.4×10-3 2.0×10-3 5.5×10-3 

保守的 4.8×10-2 2.4×10-2 7.2×10-2 

畑地（野菜） 
標準的 1.6×10-2 2.9×10-3 1.9×10-2 

保守的 8.0×10-2 3.5×10-2 1.2×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 1.6×10-2 4.8×10-6 1.6×10-2 

保守的 7.4×10-2 2.2×10-5 7.4×10-2 

樹園地 
標準的 1.0×10-2 9.0×10-4 1.1×10-2 

保守的 5.8×10-2 1.6×10-2 7.4×10-2 

仮置場 B 人工林 
標準的 8.1×10-5 7.0×10-9 8.1×10-5 

保守的 4.6×10-4 4.0×10-8 4.6×10-4 

仮置場 C 

住宅 
標準的 1.6×10-3 2.2×10-5 1.6×10-3 

保守的 4.4×10-3 4.7×10-5 4.4×10-3 

公園 
標準的 1.6×10-4 4.7×10-8 1.6×10-4 

保守的 9.1×10-4 2.7×10-7 9.1×10-4 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 19 実際の仮置場の表土中 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（15-19 歳） 

（mSv/year） 

仮置場 シナリオ 計算方法 外部被ばく 内部被ばく 合計 

仮置場 A 

水田 
標準的 3.2×10-3 3.4×10-3 6.6×10-3 

保守的 4.4×10-2 4.1×10-2 8.5×10-2 

畑地（野菜） 
標準的 1.5×10-2 3.9×10-3 1.9×10-2 

保守的 7.4×10-2 5.0×10-2 1.2×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 1.5×10-2 3.0×10-6 1.5×10-2 

保守的 6.8×10-2 1.4×10-5 6.8×10-2 

樹園地 
標準的 9.4×10-3 1.1×10-3 1.0×10-2 

保守的 5.4×10-2 2.2×10-2 7.6×10-2 

仮置場 B 人工林 
標準的 7.5×10-5 8.0×10-9 7.5×10-5 

保守的 4.3×10-4 4.6×10-8 4.3×10-4 

仮置場 C 

住宅 
標準的 1.4×10-3 2.9×10-5 1.5×10-3 

保守的 4.0×10-3 6.2×10-5 4.1×10-3 

公園 
標準的 1.4×10-4 2.8×10-8 1.4×10-4 

保守的 7.4×10-4 1.5×10-7 7.4×10-4 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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６．２．仮置場跡地の空間線量率の実測値を用いた追加被ばく線量の評価結果 

 市町村へのアンケートの結果、23 市町村から回答があり、571 か所の仮置場跡地の空

間線量率（図 6の（5）の測定結果）の値が得られた（うち、138 箇所が除去土壌等搬出

直後の空間線量率（図 6 の（3）の測定結果））。空間線量率（天然核種由来の空間線量

率を除く）の平均値は 0.07 µSv/h、最大値は 0.31 µSv/h であった。仮置場跡地の空間

線量率の確率分布を図 9に示す。 

アンケートで得られた 571 か所の仮置場跡地の空間線量率と付録 C の式（C1）及び

(C2)により、表土中のセシウム 137 濃度を求めた結果、平均値が 353 Bq/kg、最大値が

1,434 Bq/kg となった。算出したセシウム 137 濃度から、各仮置場跡地における追加被

ばく線量を求めた結果は次のとおり。 

・平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算（セシウム 137 濃度も平均値）では、大

人における住宅シナリオの追加被ばく線量が 9.4×10-2 mSv/year であった。 

・平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算（セシウム 137 濃度は最大値）では、1-

6 歳における住宅シナリオの追加被ばく線量が 5.9×10-1 mSv/year で最大値となっ

た。 

・ばらつきを考慮した保守的なパラメータ値を用いた計算（セシウム 137 濃度は最大

値）では、1-6 歳における住宅シナリオの追加被ばく線量が、7.1×10-1 mSv/year で

最大値となった。 

 

各仮置場跡地における、各年齢区分の追加被ばく線量の平均値及び最大値を表 20～

23 に示す。標準的なパラメータ、または保守的なパラメータ値を用いた大人の追加被

ばく線量の確率分布を図 10～18 に示し、５．１．の仮置場 A、B、Cの事例評価結果が、

どの範囲に位置するか示した。空間線量率から求めた追加被ばく線量の確率分布の中で、

仮置場 Aは中央付近から高線量側、仮置場 B、C は低線量側に位置することがわかった。 

なお、仮置場 Aの空間線量率（天然核種由来の空間線量率を除く）の実測値の平均は

0.06 µSv/h であり、この値を用いて算出した表土中のセシウム 137 濃度は 313 Bq/kg

となる。仮置場 Aの表土中のセシウム 137 濃度の実測値の平均は 160 Bq/kg であり、計

算値が実測値の約 2 倍であった。このことから、付録 C の式（C1）、(C2)を用いた計算

は保守的であると考えられる。 
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図 9 仮置場跡地の空間線量率の確率分布 

 

表 20 空間線量率から算出した 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（大人） 

                                              （mSv/year） 

シナリオ 計算方法 
推計 137Cs 濃度 

平均値（353 Bq/kg） 最大値（1,434 Bq/kg） 

水田 
標準的 1.2×10-2 4.9×10-2 

保守的 4.3×10-2 1.7×10-1 

畑地（野菜） 
標準的 4.2×10-2 1.7×10-1 

保守的 7.7×10-2 3.1×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 3.2×10-2 1.3×10-1 

保守的 3.7×10-2 1.5×10-1 

樹園地 
標準的 2.4×10-2 9.7×10-2 

保守的 5.1×10-2 2.1×10-1 

牧草地（乳牛） 
標準的 4.8×10-2 1.9×10-1 

保守的 9.5×10-2 3.9×10-1 

牧草地（肉牛） 
標準的 3.5×10-2 1.4×10-1 

保守的 6.3×10-2 2.6×10-1 

人工林 
標準的 3.9×10-3 1.6×10-2 

保守的 3.9×10-3 1.6×10-2 

住宅 
標準的 9.4×10-2 3.8×10-1 

保守的 1.4×10-2 5.6×10-1 

公園 
標準的 6.8×10-3 2.7×10-2 

保守的 2.0×10-2 7.9×10-2 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 21 空間線量率から算出した 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（1-6 歳） 

                                              （mSv/year） 

シナリオ 計算方法 
推計 137Cs 濃度 

平均値（353 Bq/kg） 最大値（1,434 Bq/kg） 

水田 
標準的 1.2×10-2 4.9×10-2 

保守的 4.0×10-2 1.6×10-1 

畑地（野菜） 
標準的 4.6×10-2 1.9×10-1 

保守的 6.5×10-2 2.7×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 4.2×10-2 1.7×10-1 

保守的 4.8×10-2 2.0×10-1 

樹園地 
標準的 2.9×10-2 1.2×10-1 

保守的 5.0×10-2 2.0×10-1 

牧草地（乳牛） 
標準的 6.3×10-2 2.6×10-1 

保守的 1.3×10-1 5.1×10-1 

牧草地（肉牛） 
標準的 4.5×10-2 1.8×10-1 

保守的 8.2×10-2 3.3×10-1 

人工林 
標準的 5.0×10-3 2.0×10-2 

保守的 5.0×10-3 2.0×10-2 

住宅 
標準的 1.4×10-1 5.9×10-1 

保守的 1.8×10-1 7.1×10-1 

公園 
標準的 1.2×10-2 4.8×10-2 

保守的 2.5×10-2 1.0×10-1 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 22 空間線量率から算出した 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（7-14 歳） 

                                              （mSv/year） 

シナリオ 計算方法 
推計 137Cs 濃度 

平均値（353 Bq/kg） 最大値（1,434 Bq/kg） 

水田 
標準的 1.2×10-2 4.9×10-2 

保守的 4.0×10-2 1.6×10-1 

畑地（野菜） 
標準的 4.2×10-2 1.7×10-1 

保守的 6.4×10-2 2.6×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 3.5×10-2 1.4×10-1 

保守的 4.1×10-2 1.7×10-1 

樹園地 
標準的 2.4×10-2 9.9×10-2 

保守的 4.1×10-2 1.7×10-1 

牧草地（乳牛） 
標準的 5.5×10-2 2.2×10-1 

保守的 1.1×10-1 4.5×10-1 

牧草地（肉牛） 
標準的 3.9×10-2 1.6×10-1 

保守的 7.0×10-2 2.8×10-1 

人工林 
標準的 4.3×10-3 1.7×10-2 

保守的 4.3×10-3 1.7×10-2 

住宅 
標準的 9.3×10-2 3.8×10-1 

保守的 1.2×10-1 4.9×10-1 

公園 
標準的 9.1×10-3 3.7×10-2 

保守的 2.5×10-2 1.0×10-1 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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表 23 空間線量率から算出した 137Cs 濃度を用いた追加被ばく線量（15-19 歳） 

                                              （mSv/year） 

シナリオ 計算方法 
推計 137Cs 濃度 

平均値（353 Bq/kg） 最大値（1,434 Bq/kg） 

水田 
標準的  1.5×10-2 5.9×10-2 

保守的 4.7×10-2 1.9×10-1 

畑地（野菜） 
標準的 4.1×10-2 1.7×10-1 

保守的 6.9×10-2 2.8×10-1 

畑地（花卉） 
標準的 3.3×10-2 1.3×10-1 

保守的 3.8×10-2 1.5×10-1 

樹園地 
標準的 2.3×10-2 9.4×10-2 

保守的 4.2×10-2 1.7×10-1 

牧草地（乳牛） 
標準的 5.0×10-2 2.0×10-1 

保守的 1.0×10-1 4.1×10-1 

牧草地（肉牛） 
標準的 3.6×10-2 1.4×10-1 

保守的 6.5×10-2 2.6×10-1 

人工林 
標準的 4.0×10-3 1.6×10-2 

保守的 4.0×10-3 1.6×10-2 

住宅 
標準的 8.7×10-2 3.5×10-1 

保守的 1.1×10-1 4.6×10-1 

公園 
標準的 8.1×10-3 3.3×10-2 

保守的 2.0×10-2 8.3×10-2 

（計算方法について、平均値や標準的なパラメータ値を用いた計算を「標準的」、ばら

つきを考慮したパラメータ値を用いた計算を「保守的」とした。） 
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図 10 推計 137Cs による追加被ばく線量の  図 11 推計 137Cs による追加被ばく線の 

確率分布（水田シナリオ（大人））     確率分布（畑（野菜）シナリオ（大人）） 

 

  

図 12 推計 137Cs による追加被ばく線量の 図 13 推計 137Cs による追加被ばく線量の 

確率分布（畑（花卉）シナリオ（大人）） 確率分布（樹園地シナリオ（大人）） 
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図14 推計 137Csによる追加被ばく線量の

確率分布（牧草地（乳牛）シナリオ（大人）） 

図 15 推計 137Cs による追加被ばく線量の

確率分布（牧草地（肉牛）シナリオ（大人）） 
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図 16 推計 137Cs による追加被ばく線量の 図 17 推計 137Cs による追加被ばく線量の 

確率分布（人工林シナリオ（大人））   確率分布（住宅シナリオ（大人）） 

 

 

図 18 推計 137Cs による追加被ばく線量の 

確率分布（公園シナリオ（大人）） 
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７．まとめ 

土壌中の放射性セシウムの単位濃度（1 Bq/kg）あたりの追加被ばく線量評価を、仮

置場跡地の土地利用毎に行った。結果、1-6 歳の住宅シナリオの将来的な追加被ばく線

量が最大となった。上記の土壌中の放射性セシウムの単位濃度あたりの追加被ばく線量

に、実際の土壌中の放射性セシウム濃度を乗じることで、将来的な土地利用に応じた追

加被ばく線量を評価することが可能となった。 

 事例評価として、実際の仮置場（仮置場 A、B、C）の放射性セシウム濃度を用いて追

加被ばく線量を評価した。また、実際の仮置場跡地の空間線量率から放射性セシウム濃

度を計算し、この計算値を用いて追加被ばく線量を評価した。結果、全ての年齢区分の

シナリオにおいて、予想される被ばく線量は 1 mSv/year を大きく下回った。また、保

守的なパラメータ値を用いて得られた値も、検討した全ての仮置場で 1 mSv/year を下

回った。このことは、仮置場跡地由来の被ばく線量が、長期的な目標値（1 mSv/year）

を超える可能性が極めて低いことを示している。なお、本評価は、複数のパラメータ値

を保守的に設定しているため、極めて保守的な評価となっている。 

上記の結果は、住民へ提供することが可能であり、特に仮置場を管理する市町村等や

仮置場跡地の利用に懸念を持つ人々への支援に有効であると思われる。また、本報にお

ける評価方法は一般的であり、仮置場跡地以外の線量評価にも適用できる。 
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追加被ばく線量評価に用いたパラメータ（平均値または標準的な値） 

 

表 A1 追加被ばく線量評価に用いたパラメータ（全シナリオ共通） 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

放射性核種濃度 

134Cs 

𝐶𝑎(𝑖) Bq/kgDW 

- 事故発生時点のセシウム 134 とセ

シウム 137 の存在比を 1:1 とし、

物理減衰を考慮して計算した。 ② 137Cs - 

③ 
外部被ばくに対する遮へい係

数（屋外） 
𝑆𝑆(𝑖) - 1 

日本原子力学会標準 浅地中処分

の安全評価手法：2016（2017）より

設定した。 

④ 

セシウム134の外部

被ばく線量換算係

数 

大人 

𝐷𝐶𝐹,𝐸𝑋𝑇(𝑖) 

Sv/h 

per 

Bq/kgDW 

2.7×10-10 Satoh ら（2016）により、土壌中の

セシウム 134 及びセシウム 137 の

重量緩衝深度が1 g/cm2である場合

の外部被ばく線量換算係数（mSv/h 

per kBq/m2）が、年齢別に報告され

ている。Bq/kg 単位での被ばく線量

換算係数（Sv/h per Bq/kgDW）を求

めるにあたり、土の密度⑫とサン

プリングする土壌深さ（0.05 m）を

乗じた。 

⑤ 1-6 歳 3.4×10-10 

⑥ 7-14 歳 2.9×10-10 

⑦ 15-19 歳 2.7×10-10 

⑧ 

セシウム137の外部

被ばく線量換算係

数 

大人 9.8×10-11 

⑨ 1-6 歳 1.3×10-10 

⑩ 7-14 歳 1.1×10-10 

⑪ 15-19 歳 1.0×10-10 

⑫ 仮置場跡地の土の密度 - kgDW/m3 1,600 

US NRC「Regulatory Guide 

1.109. Revision 1」(1977)に記

載されている土の密度を用いた。 

⑬ 
セシウム134の経口

内部被ばく線量換

算係数 

大人 

𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐺(𝑖) Sv/Bq 

1.9×10-8 

ICRP publ.72(1996)にセシウム

134及びセシウム137の経口内部被

ばく線量換算係数が年齢別に記載

されている。大人、1歳、10 歳、15

歳の値をそれぞれ用いた。 

⑭ 1-6 歳 1.6×10-8 

⑮ 7-14 歳 1.4×10-8 

⑯ 15-19 歳 1.9×10-8 

⑰ 
セシウム137の経口

内部被ばく線量換

算係数 

大人 1.3×10-8 

⑱ 1-6 歳 1.2×10-8 

⑲ 7-14 歳 1.0×10-8 

⑳ 15-19 歳 1.3×10-8 

㉑ 

土壌の時間あたり

摂取量 

大人 

𝑀𝑠 kgDW/h 

4.2×10-4 

土壌の 1 日当たり摂取量㉕～㉘を

24 時間で除した。 

㉒ 1-6 歳 1.7×10-3 

㉓ 7-14 歳 1.3×10-3 

㉔ 15-19 歳 4.2×10-4 

付録 A 
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㉕ 

土壌の1日当たり摂

取量 

大人 

- mgDW/day 

10 
米国環境保護庁「Exposure 

Factors Handbook」（2011）（2017

年 10 月 15 日、第 5章改訂）より

設定した。大人及び 15-19 歳の区

分に、12 歳～大人の値を、7-14

歳の区分に 6～12 歳の値を用い

た。 

㉖ 1-6 歳 40 

㉗ 7-14 歳 30 

㉘ 15-19 歳 10 

㉙ 
微細な粒子における比放射能

の濃度係数（土壌摂取） 
𝑓𝑐,𝑠 - 2 

IAEA SRS No.44（2005）より設定

した。 

㉚ 
セシウム134の吸入

内部被ばく線量換

算係数 

大人 

𝐷𝐶𝐹,𝐼𝑁𝐻(𝑖) Sv/Bq 

6.6×10-9 

ICRP publ.72(1996)に記載されて

いるセシウム134及びセシウム137

の吸入内部被ばく線量換算係数の

うち大人、1 歳、10 歳、15 歳の値

をそれぞれ用いた。 

㉛ 1-6 歳 7.3×10-9 

㉜ 7-14 歳 5.3×10-9 

㉝ 15-19 歳 6.3×10-9 

㉞ 
セシウム137の吸入

内部被ばく線量換

算係数 

大人 4.6×10-9 

㉟ 1-6 歳 5.4×10-9 

㊱ 7-14 歳 3.7×10-9 

㊲ 15-19 歳 4.4×10-9 

㊳ 呼吸率 𝐵𝐴 m3/h 1.2 

日本原子力学会標準 浅地中処分

の安全評価手法：2016（2017）より

軽作業時の値を用いた。 

㊴ 大気中ダスト濃度 𝑑𝑅 kgDW/m3 5.0×10-7 
IAEA SRS No.44（2005）より設定し

た。 

㊵ 
微細な粒子における比放射能

の濃度係数（ダスト吸入） 
𝑓𝑐,𝑑 - 4 

IAEA SRS No.44（2005）より設定し

た。 
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表 A2 水田シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 
外部被ばく時間及び土

壌を摂取する時間 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 
h/year 183 

稲作に係る年間労働時間③に、仮置場跡地で

の労働時間の割合④を乗じた。 

210 h/year×0.75=183 h/year 

② 仮置場跡地の面積 - m2 8,511 

福島県除染対策課の調査結果から、県内の元

の土地利用が水田である仮置場面積の平均

値である 8,511 m2とした。 

③ 
稲作に係る年間労働時

間 
- h/year 210 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年営

農類型別経営統計」より、稲作における面積

区分別の労働時間をのべ人数で除して、面積

区分別の 1人あたり労働時間を算出した。仮

置場跡地の面積②が該当する面積区分の値

を平均的な年間労働時間とした。 

④ 
仮置場跡地での労働時

間の割合 
- - 0.75 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年産

農産物生産費」より、稲作における作業別労

働時間から、水田での作業時間の割合を求め

た。 

⑤ 

米の年間摂

取量 

大人 

𝑀𝑓 kgFW/year 

54 厚生労働省「国民健康・栄養調査（令和元年）」

より、年齢区分毎の 1日あたりの米の平均摂

取量に、365 を乗じることで米の年間摂取量

を求めた。更に、この値は調理済みの重量で

あるため、炊飯後の重量であると仮定し、0.5

を乗じた値とした。大人は 20 歳以上の平均

値とした。大人以外の年齢区分については、

それぞれ該当する年齢区分の平均値とした。 

⑥ 1-6 歳 35 

⑦ 7-14 歳 61 

⑧ 15-19 歳 78 

⑨ 
土壌から米への放射性

核種 iの移行係数 
𝑇𝑅,𝑓(𝑖) 

Bq/kgFW 

per 

Bq/kgDW 

0.04 

IAEA SRS No19（2001）より設定した。 

なお、福島県では、福島県「農作物の放射性

セシウム対策に係る除染及び技術対策の指

針」により、交換性カリウムの施肥による放

射性セシウムの吸収抑制対策等が奨励され

ているが、左記の移行係数はそれらの対策を

考慮していない。 

⑩ 
摂取する米が仮置場跡

地由来である割合 
𝐺𝑓 - 0.5 

日本原子力学会標準 浅地中処分の安全評価

手法：2016（2017）より、農作物の希釈係数

を用いた。 
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⑪ ダストを吸入する時間 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ h/year 53 

稲作に係る年間労働時間③に、仮置場跡地で

の労働時間の割合④、ダストが発生し得る労

働時間の割合⑫を乗じた。 

210 h/year×0.75×0.29 =53 h/year 

⑫ 

稲作に係る年間労働時

間のうちダストが発生

し得る労働時間の割合 

- - 0.29 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年産

農産物生産費」の稲作における作業別労働時

間から、水田が乾燥している状態での作業時

間の割合を求めた。 
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表 A3 畑地（野菜）シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外部被ばく時間、土壌

を摂取する時間及びダ

ストを吸入する時間 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 858 

作物の育成に係る年間労働時間③に、仮置場

跡地での労働時間の割合④を乗じた。 

1,112 h/year×0.73=858 h/year 

② 仮置場跡地の面積 - m2 5,333 

福島県除染対策課の調査結果から、県内の元

の土地利用が畑地である仮置場面積の平均

値である 5,333 m2とした。 

③ 
作物の育成に係る年間

労働時間 
- h/year 1,112 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年営

農類型別経営統計」より、野菜を栽培する際

の面積区分別の労働時間をのべ人数で除し

て、面積区分別の 1人あたり労働時間を算出

した。仮置場跡地の面積②が該当する面積区

分の値を平均的な年間労働時間とした。 

④ 
仮置場跡地での労働時

間の割合 
- - 0.77 

農林水産省「農業経営統計調査_平成 19 年産

品目別経営統計」より、きゅうりの栽培に係

る作業別労働時間から、畑地での作業時間の

割合を求めた。（福島県で生産している野菜

の中で、きゅうりの作付面積が最も大きいた

め。） 

⑤ 

野菜の年間

摂取量 

大人 

𝑀𝑓 kgFW/year 

102 
厚生労働省「国民健康・栄養調査（令和元年）」

より、年齢区分毎の 1日あたりの野菜類の平

均摂取量に、365 を乗じることで野菜の年間

摂取量を求めた。大人は 20 歳以上の平均値

とした。大人以外の年齢区分については、そ

れぞれ該当する年齢区分の平均値とした。

(調理済みの重量であるが、調理方法は多種

多様であることから、水分量は考慮せず、保

守的にそのままの値を用いた。) 

⑥ 1-6 歳 47 

⑦ 7-14 歳 88 

⑧ 15-19 歳 89 

⑨ 
土壌から作物への放射

性核種 iの移行係数 
𝑇𝑅,𝑓(𝑖) 

Bq/kgFW 

per 

Bq/kgDW 

0.04 

IAEA SRS No19（2001）より設定した。 

なお、福島県では、福島県「農作物の放射性

セシウム対策に係る除染及び技術対策の指

針」により、交換性カリウムの施肥による放

射性セシウムの吸収抑制対策等が奨励され

ているが、左記の移行係数はそれらの対策を

考慮していない。 
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⑩ 
摂取する野菜が仮置場

跡地由来である割合 
𝐺𝑓 - 0.5 

日本原子力学会標準 浅地中処分の安全評価

手法：2016（2017）より、農作物の希釈係数

を用いた。 

 

表 A4 畑地（花卉）シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外部被ばく時間、土壌

を摂取する時間及びダ

ストを吸入する時間 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 852 

作物の育成に係る年間労働時間③に、仮置場

跡地での労働時間の割合④を乗じた。 

1,119 h/year×0.76 =852 h/year 

② 仮置場跡地の面積 - m2 5,333 

福島県除染対策課の調査結果から、県内の元

の土地利用が畑地である仮置場面積の平均

値である 5,333 m2とした。 

③ 
作物の育成に係る年間

労働時間 
- h/year 1,119 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年営

農類型別経営統計」より、花卉を栽培する際

の面積区分別の労働時間をのべ人数で除し

て、面積区分別の 1人あたり労働時間を算出

した。仮置場跡地の面積②が該当する面積区

分の値を平均的な年間労働時間とした。 

④ 
仮置場跡地での労働時

間の割合 
- - 0.76 

農林水産省「農業経営統計調査_平成 19 年産

品目別経営統計」より、菊の栽培に係る作業

別労働時間から、畑地での作業時間の割合を

求めた。（福島県で生産している花卉の中で、

切り枝の作付面積が最も大きいが、作業別労

働時間が明らかでないため、2 番目に作付面

積が大きい菊を選択した。） 
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表 A5 樹園地シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外部被ばく時間、土壌

を摂取する時間及びダ

ストを吸入する時間 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 540 

作物の育成に係る年間労働時間③に、仮置場

跡地での労働時間の割合④を乗じた。 

597 h/year×0.90=540 h/year 

② 仮置場跡地の面積 - m2 5,333 

福島県除染対策課の調査結果から、県内の元

の土地利用が畑地である仮置場面積の平均

値である 5,333 m2とした。 

③ 
作物の育成に係る年間

労働時間 
- h/year 597 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年営

農類型別経営統計」より、果樹を栽培する際

の面積区分別の労働時間をのべ人数で除し

て、面積区分別の 1人あたり労働時間を算出

した。仮置場跡地の面積②が該当する面積区

分の値を平均的な年間労働時間とした。 

④ 
仮置場跡地での労働時

間の割合 
- - 0.90 

農林水産省「農業経営統計調査_平成 19 年産

品目別経営統計」より、ももの栽培に係る作

業別労働時間から、樹園地での作業時間の割

合を求めた。（福島県で生産している果物の

うち、ももの作付面積が最も大きいため。） 

⑤ 

果 物 の 年 間

摂取量 

大人 

𝑀𝑓 kgFW/year 

37 厚生労働省「国民健康・栄養調査（令和元年）」

より、年齢区分毎の 1日あたりの果実類の平

均摂取量に、365 を乗じることで果実の年間

摂取量を求めた。大人は 20 歳以上の平均値

とした。大人以外の年齢区分については、そ

れぞれ該当する年齢区分の平均値とした。 

⑥ 1-6 歳 34 

⑦ 7-14 歳 27 

⑧ 15-19 歳 24 

⑨ 
土壌から果物への放射

性核種 iの移行係数 
𝑇𝑅,𝑓(𝑖) 

Bq/㎏ FW 

per 

Bq/㎏ DW 

0.04 

IAEA SRS No19（2001）より設定した。 

なお、福島県では、福島県「農作物の放射性

セシウム対策に係る除染及び技術対策の指

針」により、交換性カリウムの施肥による放

射性セシウムの吸収抑制対策等が奨励され

ているが、左記の移行係数はそれらの対策を

考慮していない。 

⑩ 
摂取する果物が仮置場

跡地由来である割合 
𝐺𝑓 - 0.5 

日本原子力学会標準 浅地中処分の安全評

価手法：2016（2017）より、農作物の希釈係

数を用いた。 
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表 A6 牧草地（乳牛）の追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外部被ばく時間、土壌を

摂取する時間及びダスト

を吸入する時間 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 1,244 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年営

農類型別経営統計」より、乳牛を育成する際

の飼養頭数区分別の労働時間をのべ人数で

除して、飼養頭数区分別の 1人あたり労働時

間を算出した。乳牛の飼養頭数②が該当する

飼養頭数区分の値を被ばく時間とした。 

② 乳牛の飼養頭数 - 頭 41.7 

農林水産省「畜産統計調査（令和 3 年）」か

ら、福島県の酪農家における、1戸あたりの

乳牛の飼養頭数の平均値とした。 

③ 

牛乳の年間

摂取量 

大人 

𝑀𝑓 kgFW/year 

23 厚生労働省「国民健康・栄養調査（令和元年）」

より、年齢区分毎の 1日あたりの牛乳の平均

摂取量に、365 を乗じることで牛乳の年間摂

取量を求めた。大人は 20 歳以上の平均値と

した。大人以外の年齢区分については、それ

ぞれ該当する年齢区分の平均値とした。 

④ 1-6 歳 52 

⑤ 7-14 歳 92 

⑥ 15-19 歳 36 

⑦ 
土壌から牧草への放射性

核種 iの移行係数 
𝑇𝑅,𝑝(𝑖) 

Bq/㎏ DW 

per 

Bq/㎏ DW 

1 

IAEA SRS No19（2001）により設定した。 

なお、福島県では、福島県「農作物の放射性

セシウム対策に係る除染及び技術対策の指

針」により、交換性カリウムの施肥による放

射性セシウムの吸収抑制対策等が奨励され

ているが、左記の移行係数はそれらの対策を

考慮していない。 

⑧ 牛 1頭あたり牧草摂取量 𝑀𝑔 kgDW/day 16 IAEA TRS No.364 (1994)より設定した。 

⑨ 牧草の市場希釈係数 𝑓𝑟 - 0.12 
牧草の年間生産量⑪を牧草の年間必要量⑩

で除して求めた。 

⑩ 牧草の年間必要量 - kgDW/year 243,528 

牛 1 頭あたりの飼料摂取量⑧、乳牛の飼養頭

数②から以下のとおり求めた。 

16 kgDW/day × 42 × 365 day 

= 243,528 kgDW/year 

⑪ 牧草の年間生産量 - kgDW/year 29,741 

牧草を播種する面積⑫、牧草の年間の収量⑮

及び牧草の水分率⑯から、以下のとおり求め

た。 

54,142 m2×3.37 kgFW/m2 ×(1-0.837) 

= 29,741 kgDW/year 
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⑫ 牧草を播種する面積 - m2 54,142 
仮置場跡地の面積⑬と牛舎の面積⑭の差と

した。 

⑬ 仮置場跡地の面積 - m2 54,371 

福島県除染対策課の調査結果から、県内の元

の土地利用が牧草地である仮置場面積の平

均値である 54,371 m2とした。 

⑭ 牛舎の面積 - m2 229 

（一社）日本草地畜産種子協会「草地開発整

備事業計画設計基準」（2021）により、月齢

16～24の乳牛1頭当たりに必要な面積が5.5 

m2とされている。これに、福島県の酪農家に

おける、1戸あたりの乳牛の飼養頭数②であ

る 41.7 頭を乗じて算出した。 

⑮ 牧草の年間の収量 - kgFW/m2 3.37 

農林水産省「作物統計調査_令和 2 年産作物

統計（普通作物、飼料作物、工芸作物）」（2020）

における、牧草の 1000 m2あたり収量の全国

平均値から求めた。 

⑯ 牧草の水分率 - - 0.837 

山下ら（1968）により、イタリアン・ライグ

ラスの場合、稈・葉鞘の水分率が 84.6 %、葉

身が 82.8 %とされていることから、平均値

である 83.7 %とした。 

⑰ 
摂取した放射性核種 i が

畜産物に移行する割合 
𝑇𝐴𝑀(𝑖) day/kgFW 0.01 IAEA SRS No19（2001）により設定した。 

⑱ 
摂取する牛乳が仮置場跡

地由来である割合 
𝐺𝑓 - 0.5 

日本原子力学会標準 浅地中処分の安全評価

手法：2016（2017）より、農作物の希釈係数

を用いた。 
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表 A7 牧草地（肉牛）シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外部被ばく時間、土壌

を摂取する時間及びダ

ストを吸入する時間 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 928 

農林水産省「農業経営統計調査_令和元年営

農類型別経営統計」より、肉用牛を育成する

際の飼養頭数区分別の労働時間をのべ人数

で除して、飼養頭数区分別の 1人あたり労働

時間を算出した。肉用牛の飼養頭数②が該当

する飼養頭数区分の値を被ばく時間とした。 

② 肉用牛の飼養頭数 - 頭 28.9 

農林水産省「畜産統計調査（令和 3 年）」か

ら、福島県の酪農家における、1 戸あたりの

肉用牛の飼養頭数の平均値とした。 

 

表 A8 人工林シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外部被ばく時間、土壌

を摂取する時間及びダ

ストを吸入する時間 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 313 

農林水産省「林業経営統計調査_平成 30 年林

業経営統計調査報告」より、面積規模別の 1

経営体あたりの労働者数と、育林、素材生産

（伐採等）及びその他の作業を行う場合の労

働時間から、面積規模別に 1人あたりの労働

時間を求めた。元の土地利用が森林であった

仮置場の平均面積は 11,775 m2であったが、

これに合致する面積区分が無いため、上記の

統計資料における 200,000～500,000 m2の値

を用いた。（放射性セシウムの物理減衰を考

慮しても、伐採を想定した評価が最も保守的

な結果となる。） 

② 仮置場跡地の面積 - m2 11,775 
福島県除染対策課の調査結果から、県内の仮

置場面積の平均値である 11,775 m2とした。 
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表 A9 住宅シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外部被ばく

時間（屋内） 

大人 

𝑡𝑠 h/year 

5,778 
年間在宅時間⑤～⑧から外部被ばく及びダ

スト吸入に係る被ばく時間（屋外、家庭菜園）

⑨～⑫を除いた値を、屋内での外部被ばく時

間とした。 

② 1-6 歳 6,998 

③ 7-14 歳 5,315 

④ 15-19 歳 5,315 

⑤ 

年間在宅時

間 

大人 

- h/year 

5,920 

NHK 放送文化研究所「国民生活時間調査

（2020）」より、年齢・性別区分及び職業毎の

平日・土曜日・日曜日の１日あたりの平均在

宅時間に、2020 年度の平日・土曜日・日曜日

（祝日は日曜日としてカウント）をそれぞれ

乗じて年齢・性別区分及び職業別の年間在宅

時間を算出した。大人の区分については、40

代男性・女性以上の区分で、値が大きい 40 代

女性とした(国立社会保障・人口問題研究所

「人口統計資料集(2021 年版)」により福島県

の平均年齢が 49.4 歳であることがわかって

いるため。)。7-14 歳及び 15-19 歳の区分に

ついては、10 代男性・女性のうち、値が大き

い 10 代男性とした。1-6 歳については、常に

親と共に過ごすと仮定し、主婦の在宅時間と

した。年度間のばらつきを考慮するため、1

の位で切り上げを行った。 

⑥ 1-6 歳 7,140 

⑦ 7-14 歳 5,400 

⑧ 15-19 歳 5,400 

⑨ 

外部被ばく

時間、土壌

を摂取する

時間及びダ

ストを吸入

す る 時 間

（屋外、家

庭菜園） 

大人 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 

142 

高取ら「平成 28 年度 国土政策関係研究支援

事業 研究成果報告書 国土の適切な管理に

向けた景域管理作業量の算出と可視化－中

部 8県を対象として」より、年代別の家庭菜

園に係る年間作業時間の平均値とした。大人

は 40 代の値を用いた(国立社会保障・人口問

題研究所「人口統計資料集(2021 年版)」によ

り福島県の平均年齢が 49.4 歳であることが

わかっているため。)。1-6 歳は、該当する年

代が無いため、大人に同行していると仮定

し、40 代の値とした。7-14 歳、15-19 歳の区

分は 10 代の値とした。 

⑩ 1-6 歳 142 

⑪ 7-14 歳 85 

⑫ 15-19 歳 85 
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⑬ 
外部被ばくに対する遮

へい係数（屋内） 
𝑆𝑆(𝑖) - 0.4 

原子力安全委員会｢原子力施設等の防災対策

について｣（1980）より設定した。 

⑭ 

野菜の年間

摂取量 

大人 

𝑀𝑓 kgFW/year 

102 
厚生労働省「国民健康・栄養調査（令和元年）」

より、年齢区分毎の 1日あたりの野菜類の平

均摂取量に、365 を乗じることで野菜の年間

摂取量を求めた。大人は 20 歳以上の平均値

とした。大人以外の年齢区分については、そ

れぞれ該当する年齢区分の平均値とした。

(調理済みの重量であるが、調理方法は多種

多様であることから、水分量は考慮せず、保

守的にそのままの値を用いた。) 

⑮ 1-6 歳 47 

⑯ 7-14 歳 88 

⑰ 15-19 歳 89 

⑱ 
土壌から野菜への放射

性核種 iの移行係数 
𝑇𝑅,𝑓(𝑖) 

Bq/㎏ FW 

per 

Bq/㎏ DW 

0.04 IAEA SRS No19（2001.9）により設定した。 

⑲ 
摂取する食物が仮置場

跡地由来である割合 
𝐺𝑓 - 0.1 

日本原子力学会標準 浅地中トレンチ処分の

安全評価手法：2013（2014）より、家庭菜園

の場合の市場希釈係数を用いた。 
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表 A10 公園シナリオの追加被ばく線量評価に用いたパラメータ 

No. パラメータ 式中記号 単位 設定値 設定根拠 

① 

外 部 被 ば

く時間、土

壌 を 摂 取

す る 時 間

及 び ダ ス

ト を 吸 入

する時間 

大人 

𝑡𝑠 

𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔 

𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ 

h/year 

180 

国土交通省「平成 26 年度都市公園利用実態調

査」（2015）より、街区公園の平日・休日の年

齢区分別の 1 日あたり在園時間の平均値に、

来園日数を乗じて、年間在園時間を求めた。

来園日数は、来園頻度の平均が週 2～3回であ

ったため、週に休日 2 回・平日 1 回来園する

と仮定して算出した。大人の区分については、

大人（19-64 歳）の値を用いて被ばく時間を設

定した。1-6 歳の区分については、学齢前の値

とした。7-14 歳の区分については、小学校下

級生（1～3年生）、小学校上級生（4～6年生）、

中学・高校生等（12～18 歳）のうち、年間在

園時間が最大となる小学校上級生（4～6 年

生）の値とした。15-19 歳の区分については、

中学・高校生等（12～18 歳）の値とした。年

度間のばらつきを考慮するため、1 の位で切

り上げを行った。 

② 1-6 歳 240 

③ 7-14 歳 220 

④ 15-19 歳 210 
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保守的なパラメータ値の設定方法 

 

○外部被ばく時間（𝑡𝑠）、仮置場跡地で土壌を摂取する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）、仮置場跡地でダス

トを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ） 

 シナリオ毎に次のとおり検討した。なお、仮置場跡地で土壌を摂取する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）

及び仮置場跡地でダストを吸入する時間（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）は外部被ばく時間（𝑡𝑠）と連動してお

り、水田、住宅シナリオ以外はこれら 3つのパラメータが同じ値となる。 

 

水田シナリオ 

農林水産省の統計資料 1, 2)における、面積区分毎の年間総労働時間（平均）とのべ人

数（平均）及び作業別労働時間の割合（平均）から、面積区分毎に 1人あたりの仮置場

跡地内での労働時間を算出し、外部被ばく時間及び土壌を摂取する時間とした。ダスト

を吸入する時間は、外部被ばく時間及び土壌を摂取する時間の計算方法に加え、水田が

乾燥している時間（ダストが発生し得る時間）の割合（平均値）を更に乗じた値とした。 

上記のとおり算出した面積区毎の１人あたり労働時間のうち、363,000 m2（仮置場面

積の最大値）以下の面積区分で最も長い、300,000～500,000 m2の時間を保守的に用い

た。なお、パラメータ値の導出に係る計算式は次のとおり。 

 

水田（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）：水田シナリオにおける外部被ばく時間及び土壌を摂取する時間 

水田（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔）= 年間総労働時間 ÷ のべ人数 × 圃場にいる時間割合 

 

水田（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）：水田シナリオにおけるダストを吸入する時間 

水田（𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）= 年間総労働時間 ÷ のべ人数 × 圃場にいる時間割合 × 乾燥時間割合 

 

畑地（野菜・花卉）、樹園地シナリオ 

農林水産省の統計資料 1, 3)の面積区分毎の年間総労働時間（平均）とのべ人数（平均）

及び作業別労働時間の割合（平均）から、面積区分毎に 1人あたりの仮置場跡地内での

労働時間を算出し、外部被ばく時間、土壌を摂取する時間及びダストを吸入する時間と

した。 

上記のとおり算出した面積区毎の１人あたり労働時間のうち、363,000 m2（仮置場面

積の最大値）以下の面積区分で、最も長い時間（畑地（野菜）シナリオは100,000～150,000 

m2、畑地（花卉）シナリオは 30,000 m2以上、樹園地シナリオは 30,000～50,000 m2の

値）を保守的に用いた。なお、パラメータ値の導出に係る計算式は次のとおり。 

 

畑地、樹園地（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）：畑地、樹園地シナリオにおける外部被ばく時間等 

畑地、樹園地（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）= 年間総労働時間 ÷ のべ人数 × 圃場にいる時間割合 

 

付録 B 
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* 福島県内で 200 頭以上の乳牛、500 頭以上の肉牛を飼養する経営体が存在することが分かって

いる 7)。 

牧草地（乳牛・肉牛）シナリオ 

農林水産省の統計資料 1)の 1 経営体あたりの飼養頭数区分毎の総労働時間（平均値）

とのべ人数（平均値）から、飼養頭数区分毎に 1人あたりの仮置場跡地内での労働時間

を算出し、外部被ばく時間、土壌を摂取する時間及びダストを吸入する時間とした。総

労働時間のうち牧草地内外での労働時間の割合が不明であるため、労働中は常に牧草地

にいると仮定した。 

上記のとおり算出した飼養頭数区分毎の 1人あたり労働時間のうち、乳牛シナリオは

「200 頭以上」以下の区分、肉牛シナリオは「500 頭以上」以下の区分で、最も長い時

間（乳牛は 200 頭以上、肉牛は 500 頭以上の値）を保守的に用いた*。なお、パラメータ

値の導出に係る計算式は次のとおり。 

 

牧草地（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）：牧草地シナリオにおける外部被ばく時間等 

牧草地（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）= 年間総労働時間 ÷ のべ人数 

 

人工林シナリオ 

農林水産省の統計資料 4)により、面積区分毎の育林、伐採及びその他の作業に係る総

労働時間とのべ人数から、面積区分毎に 1人あたりの仮置場跡地内での労働時間を算出

し、外部被ばく時間、土壌を摂取する時間及びダストを吸入する時間とした。総労働時

間のうち森林内外での労働時間の割合が不明であるため、労働中は常に森林内にいると

仮定した。 

上記のとおり算出した面積区毎の１人あたり労働時間のうち、363,000 m2（仮置場面

積の最大値）以下の面積区分で、最も長い時間を保守的に用いた。しかし、同資料にお

ける最小の面積区分は 200,000～500,000 m2であるため、標準的なパラメータと保守的

なパラメータが同値となった。なお、パラメータ値の導出に係る計算式は次のとおり。 

 

人工林（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）：人工林シナリオにおける外部被ばく時間等 

人工林（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）= 作業別年間総労働時間 ÷ のべ人数 

 

住宅シナリオ 

NHK 放送文化研究所の統計資料 5)により、年齢・性別区分及び職業毎の平日・土曜日・

日曜日の１日あたりの在宅時間（平均値）から年間在宅時間を算出し、更に、家庭菜園

に係る年間活動時間（平均値）（高取らの調査 6））を除いた値を、屋内での外部被ばく時

間とした。在宅時間を保守的に設定すれば、住宅シナリオ全体として十分に保守的であ

ると考えられる。 

同資料には 1日あたり在宅時間の平均値と標準偏差が示されているため、平均値＋標

準偏差の値を保守的な被ばく時間とした。大人の区分については、同資料の 20 代以上

の区分で、平均値＋標準偏差の値が大きい 70 代女性の値を保守的な年間在宅時間とし
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た。7-14 及び 15-19 歳の区分については、10 代男性・女性のうち、平均値＋標準偏差

の値が大きい 10 代男性の値を保守的な年間在宅時間とした。1-6 歳については、常に

親と共に過ごすと仮定し、主婦の在宅時間の平均値＋標準偏差の値を保守的な年間在宅

時間とした。大人及び 1-6 歳の区分については、平均値＋標準偏差の値が、1年間の総

時間である 8,760 h を超過したため、8,760 h を保守的な年間在宅時間とした。なお、

パラメータ値の導出に係る計算式は次のとおり。 

 

住宅（𝑡𝑠）：住宅シナリオにおける屋内での外部被ばく時間 

住宅（𝑡𝑠）= 平日・土曜・日曜・祝日の年間在宅時間 – 家庭菜園に係る年間活動時間 

 

平日の年間在宅時間 = 平日の 1日あたり在宅時間 × 年間平日数 

土曜日の年間在宅時間 = 土曜日の 1日あたり在宅時間 × 年間土曜日数 

日曜・祝日の年間在宅時間 = 日曜・祝日の 1 日あたり在宅時間 × 年間日曜・祝日数 

 

※土壌の摂取とダストの吸入は屋内では発生しないと仮定している。 

 

公園シナリオ 

国土交通省の統計資料 8)により、年齢区分毎の平日、休日の在園時間（平均値）と来

園頻度から、年間在園時間を算出し、外部被ばく時間、土壌を摂取する時間及びダスト

を吸入する時間とした。 

同資料では、ほぼ毎日来園する層が各年齢区分で一定割合存在することが示されてい

るため、毎日来園するという仮定で年間在園時間を算出し、保守的な値とした。大人の

区分については、同資料における大人（高齢者）の値を用いた。1-6 歳の区分について

は、学齢前の値を保守的な値とした。7-14 歳の区分については、小学校下級生（1～3年

生）、小学校上級生（4～6 年生）、中学・高校生等（12～18 歳）のうち、年間在園時間

が最大となる小学校上級生（4～6 年生）の値を保守的に用いた。15～19 歳の区分につ

いては、中学・高校生等（12～18 歳）、大人（19～64 歳）のうち、年間在園時間が最大

となる中学・高校生等（12～18 歳）の値を保守的に用いた。なお、パラメータ値の導出

に係る計算式は次のとおり。 

 

公園（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）：公園シナリオにおける外部被ばく時間等 

公園（𝑡𝑠, 𝑡𝑠,𝑖𝑛𝑔, 𝑡𝑠,𝑖𝑛ℎ）= 平日の年間在園時間 ＋ 休日の年間在園時間 

 

平日の年間在園時間 = 平日の 1日あたり在園時間 × 年間平日数 

休日の年間在宅時間 = 休日の 1日あたり在園時間 × 年間土曜・日曜・祝日数 
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○食物の年間摂取量（𝑀𝑓） 

水田、畑地（野菜）、樹園地、牧草地（乳牛）シナリオにおいて、厚生労働省の統計資

料 9)の年齢区分毎の食物種別 1日あたり摂取量（平均値）から、年齢区分毎に食物の年

間摂取量を算出した。水田シナリオは米、畑地（野菜）は野菜類、樹園地は果実類、牧

草地（乳牛）は牛乳の摂取量とした。米については炊飯後の重量であることを考慮し、

2 分の１の値とした 10)。厚生労働省の統計資料 9)には平均値と標準偏差が示されている

ことから、平均値＋標準偏差の値を保守的な食物摂取量とした。大人の区分については、

20 歳以上で最も平均値＋標準偏差が大きくなる年齢区分の値を保守的な食物摂取量と

した（米は 20-29 歳、野菜及び果物の場合は 70-79 歳、牛乳は 80歳以上）。大人以外の

年齢区分については、それぞれ 1-6 歳、7-14 歳、15-19 歳の平均値＋標準偏差の値を保

守的な食物摂取量とした。なお、パラメータ値の導出に係る計算式は次のとおり。 

 

水田（𝑀𝑓）：水田シナリオの年間食物摂取量 

水田（𝑀𝑓）= 1 日あたり摂取量 × 365 ÷ 2 

 

水田以外（𝑀𝑓）：畑地（野菜）、樹園地、牧草地（乳牛）シナリオの年間食物摂取量 

水田以外（𝑀𝑓）= 1 日あたり摂取量 × 365 

 

○食物の市場希釈係数（𝐺𝑓） 

 水田、畑地（野菜）、樹園地、牧草地（乳牛）シナリオにおける、摂取する食物が仮置

場跡地由来である割合（𝐺𝑓）は、日本原子力学会標準 浅地中処分の安全評価手法：2016 
11)に示されている「食物／飲料水摂取による内部被ばくモデルのパラメータ値である農

作物の市場希釈係数 0.5」を標準的な値としているのに対し、保守的な値は、年間で摂

取する特定の食物が全て仮置場跡地由来であると仮定し 1とした。 

 

○牧草の市場希釈係数（𝑓𝑟） 

 乳牛シナリオにおける保守的な外部被ばく時間の検討において、乳牛の飼養頭数を

200 頭以上としている。乳牛の一日あたりの牧草摂取量を 16 kgDW 12）とすると、年間

で 1,168,000 kgDW の牧草が必要となる。 

牧草を栽培できる面積は、仮置場面積から牛舎の面積を除いたものになる。牛舎にお

いて、月齢 16～24 の乳牛 1頭当たりに必要な面積が 5.5 m2 13)とされているため、200

頭の場合は 1,100 m2となる。仮置場跡地の最大面積は 363,000 m2であるため、牧草を

播種できる面積は 361,900 m2となる。 

牧草の単位面積あたりの年間平均収量は、農林水産省の統計資料 14, 15, 16, 17, 18, 19, 20）

によると、2014～2019 年のうち最大で 3.54 kgFW/m2とされている。山下らの調査 21）で、

イタリアン・ライグラスの場合、稈・葉鞘の水分率が 84.6 %、葉身が 82.8 %とされて

いる。これらの平均値である 83.7 %を牧草の水分率と仮定し、牧草の単位面積あたり
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の年間平均収量を 0.58 kgDW/m2とした。 

361,900 m2において、牧草の年間平均収量を 0.58 kgDW/m2とすると、年間の収穫量は

208,824 kgDW となる。これは、年間で必要な牧草の量である 1,168,000 kgDW の 18 %で

あるため、保守的な牧草の市場希釈係数を 0.18 とした。 
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仮置場跡地の空間線量率から表土中のセシウム 137 濃度への換算方法 

 

仮置場跡地のセシウム 137 由来の空間線量率を、式(C1)のとおり、事故からの経過時

間 t における仮置場跡地の空間線量率やセシウム 137 とセシウム 134 の存在比から算

出した。次に、セシウム 137 濃度を、式（C2）のとおり、セシウム 137 由来の空間線量

率を土壌中のセシウム 137 濃度から空間線量率への換算係数で除することで算出した。

本報では、仮置場跡地のセシウムの分布について、重量緩衝深度 𝛽 を 1 g/cm2と仮定

している。Satoh らの報告 1）より、𝛽 が 1 g/cm2である場合のセシウム 137 の空間線量

率への換算係数を 2.11×10-6 mSv/h per kBq/m2とし、これに土の密度 1.6 gDW/cm3 2）、

土の深さ 5.0 cm を乗じて、換算係数を 1.7×10-10（Sv/h）/（Bq/kgDW）とした。 

 

𝐷137(𝑡) = (𝐷(𝑡) − 𝐷𝐵𝐺)
(

1
2)

𝑡
𝑇137

𝑘 (
1
2)

𝑡
𝑇134

+ (
1
2)

𝑡
𝑇137

= (𝐷(𝑡) − 𝐷𝐵𝐺)
1

𝑘
(
1
2)

𝑡
𝑇134

(
1
2

)
𝑡

𝑇137

+ 1

 

𝐶𝑠137
=

𝐷137(𝑡)

𝐷𝐶𝐹,𝐴𝐷𝑅
 

ただし、𝐷(𝑡) < 𝐷𝐵𝐺 のとき𝐶𝑠137
= 0とする。 

 

𝐷137(𝑡)：時間 tにおけるセシウム 137 由来の 1 m 高さ空間線量率 [Sv/h]  

𝐶𝑠137
：セシウム 137 の土壌中濃度［Bq/kgDW］ 

𝐷(𝑡)：時間 tにおける空間線量率（アンケート調査で得られた値）［Sv/h］ 

𝐷𝐵𝐺：天然核種由来の空間線量率（安藤らの報告 3）における市町村ごとの値） [Sv/h] 

𝑘：同一濃度の場合のセシウム 134 のセシウム 137 に対する空間線量率比 2.7［-］ 

𝑡：事故（2011 年 3 月 15 日）からの経過時間（アンケート調査で得られた値）［y］ 

𝑇134：セシウム 134 の半減期 2.0648 y 4） 

𝑇137：セシウム 137 の半減期 30.1671 y 4） 

𝐷𝐶𝐹,𝐴𝐷𝑅：セシウム 137 濃度からの空間線量率への換算係数 1.7×10-10 （Sv/h）/（Bq/kgDW） 
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